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Current situation of international academic partnership at 
MuroranIT and proposals for its further development
Sangyub BAEK
(Received 12th November 2020, Accepted 17th February 2021)
Abstract
This brief report aims not only to understand current situation of international academic partnership at 
Muroran Institute of Technology (MuroranIT), but also offer some proposals for further development 
of academic cooperation and exchange with overseas universities and institutes. This report consists of 
four sections, and its main points are presented in Section 2 and 3. In Section 2, the current status of 
MuroranIT’s partnership covering its subject, content, type, continent & region, language & culture 
area, language, term of validity and assessment will be specified. In Section 3, to further develop 
international academic partnership of MuroranIT, the author makes some proposals in university 
procedures, strategies, necessity of partnership extensions, acceptance of more international students,
grasp of academic cooperation by faculty member and researchers, online international cooperation and 
reexamination of partnership draft and adoption of legal review process.





                                                   
*1 室蘭工業大学 ひと文化系領域  
特　　　集
白 尚燁 






 国立 公立 私立 計 
平成 25 年度 9,515 1,273 11,582 22,370
平成 26 年度 10,517 1,461 12,814 24,792
平成 27 年度 14,738 1,842 15,349 31,929
平成 28 年度 17,970 1,994 18,300 38,264







図 1 国際学術交流協定校・機関の分布(2) 
表 1 H25-H29 協定数の推移(1)  
白 尚燁 
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室蘭工業大学における国際学術交流協定の現状と今後の国際学術交流協定の在り方に関する提言 
－ 5 － 
室蘭工業大学は、図 1 のとおり、2020 年 5 月 1 日の時点で、22 ヵ国 45 大学・4 研究機関と 49 国際学
術交流協定（大学間協定のみ、2.1 参照）を締結している* 2。第 2 節では、2.1 協定締結の主体、2.2 協定

















本学における協定は、大きく了解覚書（Memorandum of Understanding）、合意覚書（Memorandum of 
Agreement）、合意書（Agreement）の 3 種類に分類され、協定校・機関によっては、協定書に付属文書

















                                                   
*2 本稿執筆の 2020 年 11 月 1 日の時点で、中国の大連理工大学と天津大学・知能計算学部と協定を締結し、本学
における国際学術交流協定数は合計 51 となった。 
白 尚燁 






























2020 年 5 月 1 日の時点で、効力のある本学における英文以外の協定書には、中文（1）と露文（1）があ
る。
2. 7 協定の有効期間
















表 2 海外協定校・機関との交流実績 
（協定校・機関との H30, R1 年度別協定校・機関との学術交流実績報告書に基づき、筆者作成） 
図 2 言語・文化圏の区分による室蘭工業大学の国際学術交流協定（括弧は協定の数） 
    （『令和 2 年度室蘭工業大学概要』: p.32 に基づき、筆者作成） 
 
白 尚燁 






























2020 年 5 月 1 日の時点で、効力のある本学における英文以外の協定書には、中文（1）と露文（1）があ
る。
2. 7 協定の有効期間
















表 2 海外協定校・機関との交流実績 
（協定校・機関との H30, R1 年度別協定校・機関との学術交流実績報告書に基づき、筆者作成） 
図 2 言語・文化圏の区分による室蘭工業大学の国際学術交流協定（括弧は協定の数） 
    （『令和 2 年度室蘭工業大学概要』: p.32 に基づき、筆者作成） 
 
室蘭工業大学における国際学術交流協定の現状と今後の国際学術交流協定の在り方に関する提言 
－ 7 － 
ある。本学では、2018 年から各協定校・機関の窓口教員に毎年 3 月～4 月に交流実績に関する協定校・
機関との年度別交流実績報告書の提出が求められている。これに基づき、2018 年度と 2019 年度の交流






























































































－ 9 － 
3. 6 オンライン国際交流活動の可能性に関する検討





























(1) https://www.mext.go.jp/a_menu/koutou/shitu/1287263.htm, 2020 年 11 月 10 日閲覧。
(2)令和 2 年度室蘭工業大学概要, p32 
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（原稿受付日 令和 2 年 10 月 30 日   論文受理日 令和 年 月 日）
European Study Tour
Learning English in Germany - A window to the outside
Margit KRAUSE-ONO
(Received 30th October 2020, Accepted ○th January 2021)
Abstract
What led to study trips to Europe/Germany? For what reason are they in English? How did the
partnership with the WSH Zwickau originate? Which essential role did the ESP (Europa Studienprojekt)
play? From which experiences did the students gain and how did they react? Answer to these questions
will be given in the following report.
Keywords: study abroad, partner university, English in Europe
1 はじめに
ヨーロッパにおける学生のモビリティは、数十年前から数多くのプログラム（ドイツ・フランスフレ
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Current situation of international academic partnership at 
MuroranIT and proposals for its further development
Sangyub BAEK
(Received 12th November 2020, Accepted 17th February 021)
Abstract
This brief repor  aims not only to understand current ituation of international academic part e ship at 
Muroran Institute of Technology (MuroranIT), but lso offer som  p oposals for further d velopment 
of academic coop ration a d exchange with overseas universities and institutes. This report consists of 
four sections, and its main points are presented in Section 2 and 3. In Section 2, the current status of 
MuroranIT’s partnership covering its ubject, conte t, type, continent & region, language & culture 
area, language, term of validity and assessment will be specified. In Section 3, to further develop 
international academic partnership of MuroranIT, the author makes some proposals in university 
procedures, strategies, necessity of partnership extensions, acceptance of more international students,
grasp of academic cooperation by faculty member and researchers, online international cooperation and 
reexamination of partnership draft and adoption of legal review process.
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Cur ent situation of intern tional academic partnership at 
MuroranIT and proposals for its further development
Sangyub BA K
(Rec ived 12th Novem   17th February 2021)
Abstract
This brief report aims not only to understand current situation of international ac demic partnership at 
Muro an Institu e of Technol gy (Muro anIT), but also ffer some proposals for further development 
of ac d mic ooperati n and exchange with overseas universities and institu es. This report consi t  of 
four sections, and its main points are pres nted in Section 2 and 3. In Section 2, the current sta us of 
Muro anIT’s partnership covering its ubject, content, type, continent & region, language & culture 
area, language, term of valid ty and asse sment will be specified. In Section 3, to further develop 
international ac demic partnership of Muro anIT, the author makes ome proposals in university 
procedures, strategies, nec ssity of partnership extensions, acceptance of more international students,
grasp of ac demic ooperation by faculty member and res archers, online international cooperation and 
reexamination of partnership draft and adoption of legal review process.
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合化を図り、1996 年に「西ザクセン応用科学大学ツヴィッカウ校（WHZ）」と改称された。現在、約 160 












営学、手話通訳、言語および経営学（ドイツ語・中国語） 、地域および欧州プロジェクト開発 。 
 
2.1.3 学生フォーミュラ  
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営学、手話通訳、言語および経営学（ドイツ語・中国語） 、地域および欧州プロジェクト開発 。 
 
2.1.3 学生フォーミュラ  
ヨーロッパ研修旅行 ドイツで学ぶ英語 - 外に開かれた窓 
－ 13 － 
学生フォーミュラは、技術、コスト、マーケティング、スピードのトータルパッケージの中で最も優
れたものが優勝を勝ち取るという国際的な学生設計エンジニアコンテストである。2007 年から 2010 年
まで、WHZ レーシングチームは内燃エンジン搭載のレーシングカーでこの競技会に参加している。競技
は毎年新しいプロジェクトから始まり、そのビジネスプランや設計、デザイン、ドライビングダイナミ
クステスト、レース順位などが評価される。WHZ レーシングチームは国内外で好成績を残している。  
「革新と伝統の出会い」をモットーに、WHZ レーシングチームは国際レースシリーズに 2011 年以来
既に 2 度電動レーシングカー部門に出場している。ツヴィッカウを拠点とするこのチームは、全世界で




3  室蘭における語学授業 
 
旧カリキュラムでは、第二外国語は 1 期と 2 期の必修選択科目（現在は 1 期のみ）で、ドイツ語・中
国語・ロシア語から選択可能であったが、現在は中国語とドイツ語が提供されるのみである。中国語と
ドイツ語はクラス数がそれぞれ 12 と人数的にもほぼバランスは取れていたが、今は 7 クラスまで減っ
ている。さらに 1 期 2 期とも授業時間は 90 分、週に 1 回のみという状態である。3 期目として、1・2 
期の語学試験に合格した学生を対象に、自発的に週 1 回の継続教育授業を実施している。この授業には、
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受けても、当然のことながらドイツ語を流暢に話すレベルまでには達しない。また、全学生が中学、高
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－ 14 － 
ったこともあり、「ヨーロッパと英語（in ドイツ）」というタ トルへと変更するに至ったのである。  
 
3.1 交流プログラムの開始：ヨーロッパへの研修旅行  
上記のような経過をたどり、2010 年 3 月に本学の協定校である東京都市大学との 2 週間半の合同研
修旅行「ヨーロッパと英語（in ドイツ）」を企画し、26 名の学生の参加を得た。こうして一つは日本の
大学同士（地方と首都）の間で、もう一つは受け入れ担当者、教員、現地の地元住民などとの間という
ように、二重の交流が行われた。オーガナイズしたのは全てドイツの ESP である。 
 
4  安定した受け入れ先かつ仲介者としての ESP
 







きるよう、ESP はツヴィッカウの近くにバスルームと 3～4 人用のベッドを備えたワンルームマンショ
ンを用意した。マンションの 1 室には、設備の整ったキッチンや共用のダイニングルームなどが設けら









5  2010 年 3 月の訪問 
 
2010 年 3 月の第 1 回目の訪問では、宿泊先をユースホステルとし、東京や室蘭からの参加学生もド
イツを始めとする各国の生徒や学生、家族と触れ合った。送迎・移動は ESP のスタッフが ESP の所有
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イツを始めとする各国の生徒や学生、家族と触れ合った。送迎・移動は ESP のスタッフが ESP の所有
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学生フォーミュラは、技術、コスト、マーケティング、スピードのトータルパッケージの中で最も優
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「革新と伝統の出会い」をモットーに、WHZ レーシングチームは国際レースシリーズに 2011 年以来
既に 2 度電動レーシングカー部門に出場している。ツヴィッカウを拠点とするこのチームは、全世界で




3  室蘭における語学授業 
 
旧カリキュラムでは、第二外国語は 1 期と 2 期の必修選択科目（現在は 1 期のみ）で、ドイツ語・中
国語・ロシア語から選択可能であったが、現在は中国語とドイツ語が提供されるのみである。中国語と
ドイツ語はクラス数がそれぞれ 12 と人数的にもほぼバランスは取れていたが、今は 7 クラスまで減っ
ている。さらに 1 期 2 期とも授業時間は 90 分、週に 1 回のみという状態である。3 期目として、1・2 
期の語学試験に合格した学生を対象に、自発的に週 1 回の継続教育授業を実施している。この授業には、
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ったこともあり、「ヨーロッパと英語（in ドイツ）」というタ トルへと変更するに至ったのである。  
 
3.1 交流プログラムの開始：ヨーロッパへの研修旅行  
上記のような経過をたどり、2010 年 3 月に本学の協定校である東京都市大学との 2 週間半の合同研
修旅行「ヨーロッパと英語（in ドイツ）」を企画し、26 名の学生の参加を得た。こうして一つは日本の
大学同士（地方と首都）の間で、もう一つは受け入れ担当者、教員、現地の地元住民などとの間という
ように、二重の交流が行われた。オーガナイズしたのは全てドイツの ESP である。 
 
4  安定した受け入れ先かつ仲介者としての ESP
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6  予期せぬ進展：大学との提携 
 























活を送った学生は 5 人を数えるに至った。2013 年になると、交流において益々その重要性を増した ESP 
は新たな役割を担うこととなった。ESP は、大学関係者だけでは手の回らない部分までカバーすると同
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我々にとって ESP が全幅の信頼を置ける存在だったことが大きい。 













長期の留学を希望する学生も現れてき その後の数年の間に、ツヴィッカウで実際に 1 年間の留学生
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モンゴル協定校との学術交流に関する活動報告
小野 真嗣
（原稿受付日 令和 2 年 10 月 30 日   論文受理日 令和 年 月 日）
A Report on Academic Exchanges with IET in Mongolia
Masatsugu ONO
(Received 30th October 2020, Accepted ○th January 2021)
Abstract
This paper reports on each exchange program between Muroran Institute of Technology and Institute 
of Engineering and Technology in Mongolia for the last four years. After the conclusion of the 
academic agreement in 2017, each university sends students and faculty to the other side for their 
research as well as for internship-like programs, including joint symposium where they all 
participated and had research presentations. The reason why these programs started is because 
Mongolia is now strongly interested in Japanese unique engineering education system, “Kosen”.
Keywords : Student exchange, Financial support, Joint Symposium, Japanese engineering education
1 はじめに
本稿は、2017 年 6 月 27 日に学術交流協定が締結されたモンゴル国の工業技術大学 (Institute of 
Engineering and Technology (以下、IET))との教員及び学生の双方向交流を通じた教育研究活動について報
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Current situation of internatio al academic partnership t 
MuroranIT and proposals for its further development
Sangyub BAEK
(Received 12th November 2020, Accepted 17th February 2021)
Abstract
This brief report aims not only to understand current situation of international academic partnership at 
Muroran Institute of Technology (MuroranIT), but also offer some proposals for further development 
of academic cooperation and exchange with overseas universities and institutes. This report consists of 
four sections, and its main points are presented in Section 2 and 3. In Section 2, the current status of 
MuroranIT’s partnership covering its subject, content, type, continent & region, language & culture 
area, language, term of validity and assessment will be specified. In Section 3, to further develop 
international academic partnership of MuroranIT, the author makes some proposals in university 
procedures, strategies, necessity of partnership extensions, acceptance of more international students,
grasp of academic cooperation by faculty member and researchers, online international cooperation and 
reexamination of partnership draft and adoption of legal review process.
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IET も高専教育の導入先発校として、2013 年度に IET 内にモデルクラスを開設し、翌 2014 年度に附








ている。筆者は協定締結の視察として 2017 年 3 月現地へ訪問することとなったが、その際に苫小牧高専
を母校とし、当時本学修士課程 2 年に在籍し研究に従事していた国崎翠君も同行した。大学紹介、模擬
授業を担当し、学生間交流にも参加した。この活動が契機となって、3 か月後の同 6 月に両大学間に学
術交流協定が締結されることとなった。次節以降、協定に基づく教員・学生の交流実績について記す。
3 交流実績
3. 1 本学から IET への派遣交流




3. 1. 1 学術交流協定締結前の視察及び予備的学生派遣
第 1 回の IET への派遣は、2017 年 3 月 6 日から 10 日までの 5 日間のプログラムとして行われ、筆者




本学との MOU 締結のための視察目的で訪問しており、現地では実質的に 3 日間の滞在となり、前後各
1 日は移動日となった。表 1 は 3 日間の滞在日程を示し、図 1～7 は滞在中の様子を示したものである。
 滞在日程が限られていることもあり、筆者も同行した学生も基本的には授業見学か自身の発表かで占
められており、主に放課後の時間帯を使って、教員間交流による意見交換、MOU 締結協議を行った。
           
図 1 IET 正面玄関前にて(左から澤田氏、筆者、国崎君)   図 2 附属モンゴルコーセン玄関
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表 1  2017 年 3 月のモンゴル訪問日程



























図 3 教員講演の様子(筆者)    図 4 学生発表の様子(国崎君)
図 5 セルゲレン IET 総長(右)   図 6 現地日本人教員室    図 7 MOU 打合せ終了後
 この期の学生派遣においては、まだ派遣研修等にかかる学内奨学金制度や教員立案による学生研修派
遣プログラム助成が未整備であり、当該学生は本人了解の下で全学私費による渡航であった。国際交流
センターとして当時有していた派遣助成は、オーストラリア RMIT 語学研修、アメリカ WWU 英語研修、
ヨーロッパ語学研修、中国語・文化研修の短期研修プログラムと、6 か月から 1 年以内の協定校長期留
学プログラムによる滞在費補助の給付型助成のみであり、奨学金の整備が課題として浮かび上がり、後
の国際共同研修プログラムの企画立案に繋がっていくこととなった。
3. 1. 2 海外インターンシップ生受入制度への応募による学生派遣
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図 8 現地企業訪問の様子(ウランバートルの水道局訪問による環境取組の講話)
図 9 現地教職員との冬山登山アクティビティ(ウランバートル郊外)
     
図 10 モンゴル舞踊見学      図 11 世界女性の日における女性教員への感謝
図 12 本学からの派遣学生による生物実験指導の様子(海外インターンシップ)
図 13 学生引率中における IET 教務担当および附属モンゴル高専語学教員との各打合せの様子 
小野 真嗣 
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3. 1. 3 国際共同研修プログラムによる学生派遣
 協定締結 2 年目の学生派遣では、これまでの問題点の改善として、派遣学生の旅費負担軽減や協定校
との交流実質化支援を目的に、大学から学生の交通費支援ができる制度「国際共同研究プログラム」を
整備し運用され始めた。筆者は同制度へ応募し無事採択され、結果として渡部晃広君、小山祥生君の学
部 4 年生 2 名と、中澤健介君、野田達也君の修士 2 年生 2 名の計 4 名を派遣することとなった。
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以下、図 14～16 は、派遣された 4 名の学生の現地滞在中の様子を示したものである。図 14 は学校最
寄のスーパーマーケットの玄関前での写真である。昼間の研修プログラムが終わり、放課後は自由時間






 図 16 は当該派遣時からの初の試みであり、本学と IET によるジョイントシンポジウムとして研究集
会を開催し、研究交流を目的に互いの成果発表を行った場面である。派遣直前の 1～2 月にかけて IET か






3. 2 IET から本学への受入交流
 前節では本学から IET への派遣交流について述べたが、本節では IET から本学への受入交流について
述べることとする。IET からは、これまで外国人客員研究員として 4 期計 4 名、海外インターンシップ
研修生として 2 期計 4 名を受け入れている。この他、IET 総長による本学学長への表敬訪問も行われて
おり、室蘭工大の校舎における両大学の国際学術交流も進んでいる。以下、項目ごとに報告する。
小野 真嗣 
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3. 2. 1 IET 総長による本学学長への表敬訪問




時の様子を示したものである。ウランツォージ助手他 3 名の客員研究員受入れは、3.2.3 節で扱う。
図 17 IET より協定締結後の空閑学長および馬場副学長・国際交流センター長への表敬訪問
（写真中央：澤田知之苫小牧高専名誉教授・IET 客員教授(左)、セルゲレン IET 総長(中央)、ガンオド IET 技術移転センター長(右)）
3. 2. 2 学生の海外インターンシップ受入による研修活動
前節までに IET からの学生については、2 期 4 名を海外インターンシップ研修生として受け入れた点
を述べた。本節では、受入れの各期に分け、本学および本学近郊で行われた研修活動について報告する。
初めての IET からの学生受入れは、モンゴル高専に所属する高専 4 年生のウンダラフバヤル君とエル
デネフ君であり、2018 年 1 月に来蘭した。海外インターンシップ研修生としての受入れではあるが、IET
教員との事前の調整により、RMIT 日本語研修における来蘭プログラムや、マレーシア UTAR からの「さ
くらサイエンス」プログラムを活用して、受入れ設計や準備を進めた。主な活動は表 4 にあげる。
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3. 2. 1 IET 総長による本学学長への表敬訪問




時の様子を示したものである。ウランツォージ助手他 3 名の客員研究員受入れは、3.2.3 節で扱う。
図 17 IET より協定締結後の空閑学長および馬場副学長・国際交流センター長への表敬訪問
（写真中央：澤田知之苫小牧高専名誉教授・IET 客員教授(左)、セルゲレン IET 総長(中央)、ガンオド IET 技術移転センター長(右)）
3. 2. 2 学生の海外インターンシップ受入による研修活動
前節までに IET からの学生については、2 期 4 名を海外インターンシップ研修生として受け入れた点
を述べた。本節では、受入れの各期に分け、本学および本学近郊で行われた研修活動について報告する。
初めての IET からの学生受入れは、モンゴル高専に所属する高専 4 年生のウンダラフバヤル君とエル
デネフ君であり、2018 年 1 月に来蘭した。海外インターンシップ研修生としての受入れではあるが、IET
教員との事前の調整により、RMIT 日本語研修における来蘭プログラムや、マレーシア UTAR からの「さ
くらサイエンス」プログラムを活用して、受入れ設計や準備を進めた。主な活動は表 4 にあげる。
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図 19 インターンシップ生の室蘭近郊周遊と日本文化研修(藍染体験)
図 20 左より計量的言語研究のプログラミング実習、成果発表、修了証授与、送別会の様子




















－ 28 － 





3. 2. 3 教員の外国人客員研究員制度による共同研究受入
 本学教員との研究上の交流は、IET から外国人客員研究員として共同研究の受入れによるものであり、
表 6 に示す通りである。これまで 4 件の受入れ実績がある。筆者が協定校窓口であることから 3 件を自
身で受け入れたが、専門学科教員への橋渡しについても適宜行い、交流の活性化に努めている。
表 6 IET からの外国人客員研究員の受入実績
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中国武漢発のコロナウィルス感染症の拡大に伴い、2020 年 3 月の本学からモンゴルへの渡航分より、全
面的に渡航による交流が中止となり、執筆時点の現在も再開されない状況となった。本学では 2020 年度
4 月からの前期授業は一部語学授業等を除いて、全 15 週オンライン授業となり、大学が標準として設け
たビデオ会議ツールである Zoom によりライブ授業を中心に展開されることとなった。北海道は特定警









下の図 26 は緊急事態措置の中で行われたオンライン国際交流の様子である。本学と IET の学生の他、
同じく協定校の RMIT の学生の参加もあった回で、日本語及び英語を用いた交流が行われた。
図 26 クラブ活動としてのオンライン国際交流の様子 (2020 年 5 月 22 日 12:00-12:45)
小野 真嗣 
－ 30 － 
4 おわりに
これまで本学と IET 間で行った交流では事故等もなくいずれも成功裏に終わっている。しかしながら
外的要因ではあるものの、現時点ではコロナウィルスの感染危険性を回避できず、2021 年 3 月に予定し
ていた国際共同研修プログラムも中止が決定している。一方で、本学内においては 2020 年度後期授業に













2) 建設工学科、機械工学科、電気工学科の 3 学科体制で開校し、後にバイオ工学科が増設された。
3) 佐藤奨学賞は寄附金による奨学金であり、本来はこういった寄附金による奨学制度が充実化されるべ
きであるが、寄附金確保は現実的には難しい。道内国立大学では小樽商科大学の佐野力海外留学奨励
金が大規模な奨学制度として知られている。在学中 1 度限りの受給機会に制限されているが、年間 60
名に給付され、用途も渡航先大学等の授業料、渡航費、滞在費に利用できる奨学制度である。 
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タイ王国チェンマイ大学との学術国際交流について
（合同シンポジウムの活動を中心に）
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International Academic Exchange Between Chiang Mai University
and Muroran Institute of Technology
(On Activities Through Joint Symposia)
Toshiharu KAZAMA, Naohiko HANAJIMA, Tomonori YUASA, Koji TERAMOTO,
Hiroyuki FUJIKI, Yasuhiro OSAFUNE, Hiroki MATSUMOTO and Hideki KAWAI
(Received 27th October 2020, Accepted ○th January 2020)
Abstract
We concluded the international academic exchange agreement with the Chiang Mai University (CMU) 
in Thailand at 2005. The CMU and the Muroran Institute of Technology (Muroran-IT) have been 
maintaining student and academic exchange, research collaboration, and some activities. Since 2010,
the Department of Industrial Engineering at CMU and the Department/Course of Mechanical Systems 
Engineering at Muroran-IT have been doing systematically collaboration particularly in terms of 
education and research based on the student-centered activities. A representative activity is a joint 
symposium entitled MIER (Mechanical Engineering, Industrial Engineering, and Robotics), which has 
been alternatively held in Thailand and Japan every one or two years. Each symposium consisted of 
academic and cultural events including lectures, presentations, discussion, information and idea 
exchange, factory and laboratory visits, hands-on classes, excursion, meetings, and homestay. In this 
report, looking back a decade, we summarize the history and activities of the symposia briefly.
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Current situation of inter ational academic partnership at 
MuroranIT and p oposals for its furt er development
Sangyub BAEK
(Received 12th November 2020, Accepted 17th February 2021)
Abstract
This brief report aims not only to understand current situation of international academic partnership at 
Muroran Institute of Technology (MuroranIT), but also offer some proposals for further development 
of academic cooperation and exchange with overseas universities and institutes. This report consists of 
four sections, and its main points are presented in Section 2 and 3. In Section 2, the current status of 
MuroranIT’s partnership covering its subject, content, type, continent & region, language & culture 
area, language, term of validity and assessment will be specified. In Section 3, to further develop 
international academic partnership of MuroranIT, the author makes some proposals in university 
procedures, strategies, necessity of partnership extensions, acceptance of more international students,
grasp of academic cooperation by faculty member and researchers, online international cooperation and 
reexamination of partnership draft and adoption of legal review process.
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Current situation of international academic partnership at 
MuroranIT and proposals for its further development
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Muror n I stitute of Tec nology (MuroranIT), but also offer s me proposals for further development 
of cademic cooperatio  and exchange with over s universities and institutes. This report consists of 
four sections, and its main points ar  presented in Section 2 and 3. I  Section 2, the urrent status of 
MuroranIT’s partnership covering its subject, content, type, continent & region, language & culture 
area, language, t rm of validity and assessment will be specified. In Section 3, to further devel p 
international acad mic partnership of MuroranIT, the a thor makes some proposals in university 
procedur s, s rategies, necessity of p rtnership ext nsi s, acceptance of more international students,
grasp of a ademi  cooperatio  by fac lty member and researchers, online inter ational cooperation and 
r examination of partnership draft and adoption f legal revi w process.





                                                   
*1 室蘭工業大学 ひと文化系領域  
風間 俊治，花島 直彦，湯浅 友典，寺本 孝司，藤木 裕行，長船 康裕，松本 大樹，河合 秀樹 
－ 34 － 
1 はじめに 
 
Chiang Mai University（以下、チェンマイ大学）は、2005 年（平成 17 年）4 月 19 日、49 校中（2020
年（令和 2 年、以下、原則、西暦で記す）4 月 6 日現在）第 10 番目に本学と締結した学術交流協定校で








チェンマイ市は、タイ王国の首都バンコクの北約 750 ㎞にあり、人口はチェンマイ県で 170 万人超、






2. 1 大学間交流 
チェンマイ大学と本学との大学間交流は、2004 年度に遡る。同年 11 月、国際交流室（国際交流セン
ター）教員と入試係長がチェンマイ大学を訪問し、チェンマイ大学の国際交流担当副学長ならびに工学
部長と今後の交流や協定等について懇談した。それを受けて、翌年の 2005 年 4 月に学術交流協定書お





2007 年 4 月、チェンマイ大学から最初の交換留学生を 5 ヶ月間に亘り本学で受け入れた。同年 10 月
には、チェンマイにおいて「第 14 回 3 大学国際合同セミナー・シンポジウム」が開催され、本学教員な









2. 2 学科間交流 
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－ 34 － 
1 はじめに 
 
Chiang Mai University（以下、チェンマイ大学）は、2005 年（平成 17 年）4 月 19 日、49 校中（2020
年（令和 2 年、以下、原則、西暦で記す）4 月 6 日現在）第 10 番目に本学と締結した学術交流協定校で








チェンマイ市は、タイ王国の首都バンコクの北約 750 ㎞にあり、人口はチェンマイ県で 170 万人超、






2. 1 大学間交流 
チェンマイ大学と本学との大学間交流は、2004 年度に遡る。同年 11 月、国際交流室（国際交流セン
ター）教員と入試係長がチェンマイ大学を訪問し、チェンマイ大学の国際交流担当副学長ならびに工学
部長と今後の交流や協定等について懇談した。それを受けて、翌年の 2005 年 4 月に学術交流協定書お
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2. 2 学科間交流 
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このシンポジウムは、チェンマイ大学の Industrial Engineering 学科（以下、生産工学科と記す）と
本学の機械コース（もの創造系領域 機械工学ユニット・ロボティクスユニット）の教員が中心となり、
本学側においては、国際交流センターをはじめ、学内各部局の協力を得て、1 年ごと乃至は 2 年おきに
両国で交互にホスト校を担当して執り行われている。本シンポジウムの初回は、2010 年 11 月、
International Symposium on Mechanical Engineering, Industrial Engineering, and Robotics 2010
（TJIEME-CMU-MuroranIT-2010）と銘打ってチェンマイ大学において開催された。その後、第 2 回
（MIER2012、Mechanical, Industrial Engineering and Robotics）(1) を登別と室蘭にて挙行した。な
お、この名称（MIER）が第 2 回目以降に引き継がれている。第 3 回（MIER2013）はチェンマイ、第 4






の略称を用いる場合は、第 1 回シンポジウムも含めて総括的に MIER として表す）を中心に、その活動
の一部を報告する。なお、第 7 回を 2020 年秋季にチェンマイにて開催の予定で準備を進めていたが、
COVID-19 感染拡大により延期された。よって、本報告は 2019 年に開催された第 6 回（MIER2019）
までの約 10 年間の内容で書き綴る。 
 
表 1 シンポジウムの開催実績 
 
開催回 名称 期日 開催地 
第 1 回 TJIEME-CMU-MuroranIT-2010 2010.11.22～11.23 タイ王国、チェンマイ 
第 2 回 MIER2012 2012.1.9～1.18 日本、登別・室蘭 
第 3 回 MIER2013 2013.11.14～11.17 タイ王国、チェンマイ 
第 4 回 MIER2015 2015.5.29～5.30 日本、室蘭 
第 5 回 MIER2017 2017.11.16～11.18 タイ王国、チェンマイ 





 以下、第 1 回（TJIEME-CMU- MuroranIT-2010、チェンマイ）から第 6 回（MIER2019、室蘭）ま
でのシンポジウムについて、主な活動内容を中心に、順を追って記す。 
 
3. 1 第 1 回シンポジウム（TJIEME-CMU- MuroranIT-2010） 
3. 1. 1 概要 
 初回のシンポジウムは、約 3 年間の準備期間を経て、2010 年 11 月 22 日から 23 日の 2 日間に亘りタ
イ王国チェンマイで開催された。参加者はタイ側（チェンマイ大学の学生と教員ならびに産業界や他大
学より）30 余名、日本側（学生 9 名（博士課程 2 名および修士課程 7 名）、研究生 1 名、教員 8 名の）
19 名、総勢で 50 名以上が集った。その一部は参加記として「蘭岳」124 号（2011 年）に報告されてい
る。 
 第 1 日目は朝 8 時頃からレジストレーションが始まり、朝 9 時よりチェンマイ大学副学長の臨席のも
と、厳かなオープニングセレモニーで幕を開けた。午前中は、両校からの祝辞、タイの産業界からの特
別講演に引き続いて一般講演が、午後はティーブレークを挟み、基調講演などをも含めて 4 セッション
風間 俊治，花島 直彦，湯浅 友典，寺本 孝司，藤木 裕行，長船 康裕，松本 大樹，河合 秀樹 
－ 36 － 
が、2 室のパラレルセッション形式で進行した。一般講演では、両大学等の学生ならびに教員が、ひと
り 20 分の持ち時間の中で、日頃、勤しんだ研究の成果を発表した（図 1）。 
 第 2 日目は朝 9 時から、途中で小休止を挟んでパラレルで 4 セッションの一般講演があった。正午過








図 1 学生の講演発表のひとコマ 
 
 
図 2 チェンマイ大学キャンパス内の渡り廊下に掲げられた歓迎の横断幕 
 
  
風間 俊治，花島 直彦，湯浅 友典，寺本 孝司，藤木 裕行，長船 康裕，松本 大樹，河合 秀樹 
－ 36 － 
が、2 室のパラレルセッション形式で進行した。一般講演では、両大学等の学生ならびに教員が、ひと
り 20 分の持ち時間の中で、日頃、勤しんだ研究の成果を発表した（図 1）。 
 第 2 日目は朝 9 時から、途中で小休止を挟んでパラレルで 4 セッションの一般講演があった。正午過








図 1 学生の講演発表のひとコマ 
 
 




－ 37 － 
さらに、チェンマイ大学側では同大学が発行するジャーナル、Chiang Mai University Journal of 
Natural Sciences (CMUJ) の特別号（Special Issue on Manufacturing Technology）の準備も進められ
た。本シンポジウムで発表された中から多くの研究論文が投稿された。（複数の覆面の Reviewers によ
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3. 1. 2 小括 




3. 2 第 2 回シンポジウム（MIER2012） 
2010 年 11 月のチェンマイにおける第 1 回のシンポジウム（TJIEME-CMU-MuroranIT-2010）に引
き続き、翌年度の、2012 年 1 月には北海道において 10 日間の合同セミナー（MIER2012、Joint 




と、チェンマイ大学側より教員 9 名および学生 10 名の計 19 名、本学側より教員 19 名および学生 28 名
の計 47 名、その他、他大学ならびに若干名の関係者を含めて、総勢 70 名弱と見積もられた。 
 
表 2 MIER2012 全体スケジュール（HS：日本人家庭へのチェンマイ大学学生のホームステイ） 
 
Date Place Events 
Jan. 9 (Mon) Muroran Arrival, Facility tour 
Jan. 10 (Tue) Muroran Opening, Lab-tour 
Jan. 11 (Wed) Noboribetsu Symposium, Keynotes 
Jan. 12 (Thu) Noboribetsu Symposium, Meetings 
Jan. 13 (Fri) Muroran Factory visit, Mini-seminar [HS] 
Jan. 14 (Sat) Muroran Study tour (skiing) [HS] 
Jan. 15 (Sun) Muroran Free (with host families) [HS] 
Jan. 16 (Mon) Muroran Hands-on seminar (with MuroranIT-UG) 
Jan. 17 (Tue) Toya, Muroran Study tour (museums), Farewell 
Jan. 18 (Wed)  Departure 
 
 














マイ大学側より 150 通に達した。 
風間 俊治，花島 直彦，湯浅 友典，寺本 孝司，藤木 裕行，長船 康裕，松本 大樹，河合 秀樹 
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マイ大学側より 150 通に達した。 
タイ王国チェンマイ大学との学術国際交流について（合同シンポジウムの活動を中心に） 
－ 39 － 
開催経費については、JASSO（独立行政法人日本学生支援機構）への申請を行い、採択された。この
助成金を用いて、チェンマイ大学の学生 10 名を招聘することができたことは幸いであった。 
 














第 3 日目と第 4 日目は、登別温泉に移動して、基調講演ならびに研究発表会を開催した。15 分の研究
発表ならびに 5 分の質疑応答の、ひとり計 20 分でプログラムは組まれた。発表はすべて英語であり、














風間 俊治，花島 直彦，湯浅 友典，寺本 孝司，藤木 裕行，長船 康裕，松本 大樹，河合 秀樹 





















図 7 ロボットアリーナにおけるサッカーロボットのグループワーク 
 
 
風間 俊治，花島 直彦，湯浅 友典，寺本 孝司，藤木 裕行，長船 康裕，松本 大樹，河合 秀樹 

























－ 41 － 
3. 2. 3 紀要 
チェンマイ大学との活動では、学生や教職員の交流に留まることなく、研究成果の発表にも力を注い
だ。本学の紀要 62 号（2013 年）には、MIER2012 の Special Section が設けられた。今回のシンポジ
ウムにおける研究発表の中から、表 3 に載せる、計 10 編、総 63 ページの研究論文が、査読プロセスを
経て掲載された。 
 
表 3 紀要 62 号の掲載論文 
Li L., Hirota M., and Saito T., Numerical and Experimental Investigations of Fluidic Thrust 
Vectoring 
Suchaitanawanit B. and Cole M. O.T., Fundamental Limits of Performance in Minimum-Time 
Motion Control due to Structural Flexibility 
Tiwong S., Sopadang A., Banomyong R., and Ramingwong S., Thai Mango Supply Chain 
Comparison and Analysis to Japanese Market 
Sopadang A., Wanitwattanakosol J., Sukcharoen K., and Tiwong S., An Application of Value 
Network Mapping in Workload Control Concept 
Hemrattanakorn C. and Shevasuthisilp S., Efficiency Improvement Using Simulation Technique 
in Hard Disk Drive Arm Cleaning Process 
Du-Angburong P. and Chompu-Inwai R., Processing Time and Throughput Analysis, Man/Machine 
Utilization and Bottleneck Removal in the Hard Disk Drive Component Manufacturing Process 
using Process Simulation 
Kazama T. and Narita Y., Experiment on Frictional Characteristics of Brushes Using Toothbrushes 
Ambarita H., Daimaruya M., and Fujiki H., Numerical Study on Characteristics of Stress in Ω-
Shaped Tubular Bellows 
Teramoto K. and Yabuki K., Experimental Investigation of Machining Error in Elastomer 
Endmilling 
Kobayashi M., Tochikubo Y., Dai J., and Hanajima N., Development of the Sensor and Actuator 
Node Device for an Autonomous ATV 
 
3. 2. 4 小括 
第 2 回シンポジウムにおいては、両国の学生ならびに教員による約 50 件の研究発表および活発な質
疑応答があった。使用言語は、原則、すべて英語とした。発表時間は、機械系分野の一般的な国際会議









3. 3 第 3 回シンポジウム（MIER2013） 
今回のシンポジウム「MIER2013」においても（図 8）、第 1 回と同様にチェンマイにおける最大の
祭りとも位置付けられる Loi Kratong Festival（2013 年は 11 月 14、15 日）に合わせて、チェンマイ
大学側が準備下さった。市内中心のホテルが宿泊先ならびにシンポジウム会場であったため、学生の安
全確保や移動時間の短縮などを図ることができた。 
風間 俊治，花島 直彦，湯浅 友典，寺本 孝司，藤木 裕行，長船 康裕，松本 大樹，河合 秀樹 
－ 42 － 
 前日の 2013 年 11 月 13 日にホテルにチェックインを行い、14 日午前中にチェンマイ大学の研究セン
ターのひとつである、CMU-Energy Research and Development Institute (ERDI) を（図 9）、午後に






図 8 MIER2013 フライヤー 
 
 
図 9 チェンマイ大学 ERDI 見学 
 
 
3. 4 第 4 回シンポジウム（MIER2015） 
本学が 2 回目のホスト校となる本シンポジウム（MIER2015）は、前回の 1 月の厳冬期とは対照的な
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翌日の 5 月 30 日（土）、特別講演や研究発表を中心とするシンポジウムを開催した（図 12）。午前は
開会式に続けて、本学側の基調講演で幕を開け、4 室 23 件の講演を、午後はチェンマイ大学側の基調講






図 10 本学正門に掲げた横断幕 
 
風間 俊治，花島 直彦，湯浅 友典，寺本 孝司，藤木 裕行，長船 康裕，松本 大樹，河合 秀樹 
－ 44 － 
 
図 11 書道によるアイスブレーキング 
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－ 44 － 
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－ 45 － 
表 4 紀要 65 号の掲載論文 
Limwittayakorn, T. and Wongsapai, W., Biomass Supply Chain for Renewable Heat Incentive in 
Thailand 
Pongwasit, R. and Chompu-Inwai, R., Analysis of Wooden Toy Manufacturing Costs Through the 
Application of a Time-Driven Activity-Based Costing System 
Sittimoon, P. and Chompu-Inwai, R., The Use of Benchmarking to Improve the Finished Goods 
Inventory Management for Food and Agricultural Product Manufacturer in Thailand 
Hanajima, N., Liu, Q., and Kajiwara, H., A Four-Legged Mobile Robot with Prismatic Joints on 
Spiral Footholds 
Kazama, T., Tanimura, N., Narita, Y., Hanajima, N., Vibration Suppression of a Journal Bearing 
Using Temperature Control: A Preliminary Experiment 
Teramoto, K., Wu, D., Ota, K., and Hayashi, R., A Framework of Accuracy Assured Machining 
for Smart Manufacturing 
 
 
3. 5 第 5 回シンポジウム（MIER2017） 
第 5 回目となるシンポジウムは、2017 年 11 月 16 日（木）から 11 月 18 日（土）に、チェンマイに







講演（チェンマイ大学側 2 件、本学側 1 件）、学生の研究発表（5 室のパラレルセッション）、今後の共
同研究や学術交流に関する協議、ロイヤルプロジェクトの聴講や Fresh Food Packaging の視察、チェ




図 14 研究者および研究内容の紹介セッション 
 
風間 俊治，花島 直彦，湯浅 友典，寺本 孝司，藤木 裕行，長船 康裕，松本 大樹，河合 秀樹 
－ 46 － 
教員間ならびに学生同士の交流などを通して、活発に意見や情報が交わされ、和やかに懇親を深め、





図 15 学報の表紙 
 
3. 6 第 6 回シンポジウム（MIER2019） 
本学側のホスト役が 3 回目となった、MIER2019 では、これまでの経験を生かして、専門分野の情報
提供や意見交換、地域の施設見学や体験学習、ワークショップや学生交流など、学術交流と異文化交流
を融合したプログラムにより、両大学の学生と教員の交流促進を図る内容とした。2019 年 7 月 3 日（水）
から 5 日（金）の 3 日間の全体スケジュールを表 5 に示す。なお、実施内容の企画や実施に当たっては、
前回の方針を引き継ぐ形で、機械系（機械工学、生産工学、ロボティクス）分野のみならず、電気系、
情報系、環境系をはじめとする理工学領域の全般に亘る教育研究に携わる、チェンマイ大学（教員 7 名
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表 5 MIER2019 の全体スケジュール 
3rd July 2019 (Wed)   
11:00-11:30 Industry-visit AW Farm Co.,Ltd., Chitose city 
12:15-13:15 Lunch  break Ecolin Village, Eniwa city 
16:00-17:00 Registration UNIV-COOP, 2F, Travel Counter 
17:00-18:30 Welcome party University hall, 2F, Restaurant 
4th July 2019 (Thu)   
09:00-10:00 Briefing Building A-2F, Room A215 
10:00-10:30 President visit President's office 
11:00-11:15 Opening 
ceremony 
Building A-2F, Room A211 
11:15-12:30 Special lectures Building A-2F, Room A211 
12:30-13:30 Luncheon I University hall 2F, Restauruant 
13:30-15:40 Session 1 Building A-2F, Room A211 
16:00-17:30 Session 2 Building A-2F, Room A211 
18:00-20:00 Dinner  
5th July 2019 (Fri)   
9:00-10:50 Session 3 Building A-2F, Room A211 
11:10-12:30 Discussion Building A-2F, Room A211 
12:30-13:30 Luncheon II University hall 2F, Restaurant 
13:30-15:00* Hands-on Building R-2F, Room R202/205 




図 16 学長表敬訪問 
  
風間 俊治，花島 直彦，湯浅 友典，寺本 孝司，藤木 裕行，長船 康裕，松本 大樹，河合 秀樹 
－ 48 － 
 
図 17 基調講演 
 
 
図 18 発表証明書の授与 
 

















風間 俊治，花島 直彦，湯浅 友典，寺本 孝司，藤木 裕行，長船 康裕，松本 大樹，河合 秀樹 
－ 48 － 
 
図 17 基調講演 
 
 
図 18 発表証明書の授与 
 


























図 19 は実質的な最終日（第 9 日目）にタイ側と日本側の学生と教員に対して実施したアンケート結
果である。概ね全ての行事に参加した両国の学生と教員の回答であり、総括的な傾向を読み取れると考
えられる。ただし、参加者全員が一同に会する機会はなかったため、意見を完全に集約するに至らなかっ
た。なお、回答は 5 段階とし、便宜上、5 点から 1 点で点数付けをしている。 
設問は以下の通りであった。Q1）プログラムの構成（講義、討議、見学、交流等のバランス）［非常に












図 19 第 2 回シンポジウムの全体アンケート(2) 
 
4. 2 第 4 回シンポジウムにおけるアンケート結果 
第 4 回においても、プログラム終了時にアンケートを配布して、記入を依頼した。設問は表 6 の通り
であった。全体的な評価を図 20 に示す。ここでは、母集団が多くなかったこともあり、チェンマイ大学













風間 俊治，花島 直彦，湯浅 友典，寺本 孝司，藤木 裕行，長船 康裕，松本 大樹，河合 秀樹 
－ 50 － 
側ならびに本学側の学生と教員を分けていない。なお、Q2～Q5 の回答者数が少ない理由は、それらの
回答をチェンマイ大学側に限ったためである。 




表 6 アンケートの設問（MIER2015） 
Q1. Are you Thai professor/Thai student/Japanese professor/Japanese student/Others ? 
   If you are Japanese, please skip a few questions and go to Q6. 
Q2. Meeting for professors / Icebreaking for students 
Q3. Events (Faculty tour, Center visit, Mini-Lab tour) 
Q4. Evening seminar (Dinner) 
Q5. Composition of MIER2015 (Balance among Preparation, Symposium, Events, and 
Exchange) 
Q6. Symposium (Ceremony, Lecture, Presentation, and Discussion) 
Q7. Banquet, Lunch, Coffee break 
Q8. Level of satisfaction of MIER2015 (Overall) 
Q9. Will you attend the next MIER? 
Q10. Please give us your comments and suggestions to improve MIER  on the reverse side. 
 
 
図 20 第 4 回シンポジウムのアンケート結果 
 
4. 3 第 6 回シンポジウムにおけるアンケート結果 
第 6 回では、プログラム最終日に参加者に対して記入を依頼しているアンケートを、用紙から試行的















1)Yes/very good 2)good 3)average 4)not very good 5)No/not good
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タイ王国チェンマイ大学との学術国際交流について（合同シンポジウムの活動を中心に） 














































図 21 第 6 回シンポジウムのアンケート結果 
風間 俊治，花島 直彦，湯浅 友典，寺本 孝司，藤木 裕行，長船 康裕，松本 大樹，河合 秀樹 
－ 52 － 














































風間 俊治，花島 直彦，湯浅 友典，寺本 孝司，藤木 裕行，長船 康裕，松本 大樹，河合 秀樹 
－ 52 － 
































































5. 2 広報 
本活動は、本学ホームページ(4) のみならず、特に国内で開催される場合にはメディアにも取り上げら
れている。すべては網羅できていないが、新聞紙上に掲載された記事のリストを表 7 に示す。 
また、両校においてほぼ各回、ホームページを立ち上げて（図 22）、両校ならびに参加者に対する迅
速な情報共有ならびに学内外に対する広報にも努めている（表 8、2020 年 8 月 22 日現在）。 
さらに、本シンポジウムにおいて発表された研究や実施された活動などは、室蘭工業大学紀要
（Memoirs of the Muroran Institute of Technology）(5)、日本工学教育協会誌および JSEE Annual 
Conference International Session Proceedings、日本機械学会講演会、学報、蘭岳、はぐるま会誌、ホー
ムページ（大学案内>お知らせ）などへ積極的に投稿あるいは提出している。 
 
表 7 シンポジウムの新聞報道一覧 
対 象 シ ン
ポジウム 
掲載年月日 記事タイトル 新聞社 
MIER2012 2012 年 1 月 12 日 室蘭で初のシンポ 室蘭民報（1 面） 
MIER2012 2012 年 1 月 12 日 研究で深める国際交流 北海道新聞 
MIER2015 2015 年 5 月 31 日 タイ学生との交流深化 室蘭民報 
MIER2015 2015 年 5 月 31 日 室工大で国際シンポ 室蘭民報 
MIER2015 2015 年 5 月 31 日 室蘭工業大学で国際シンポ
「ＭＩＥＲ２０１５」開催 
室蘭民報（WEB NEWS） 
MIER2019 2019 年 7 月 5 日 室工大とタイ大学合同シンポ
ジウム 
室蘭民報 




風間 俊治，花島 直彦，湯浅 友典，寺本 孝司，藤木 裕行，長船 康裕，松本 大樹，河合 秀樹 
－ 54 － 
 
 
図 22 シンポジウムのホームページ（第 6 回） 
 
表 8 MIER のホームページ（上段）ならびに本学広報ページ（下段） 
対象シンポジウム URL 
MIER2012（第 2 回） http://www.muroran-it.ac.jp/mech/MIER2012/ 
http://www.muroran-it.ac.jp/saisin/110628mier2012/index.html 
MIER2013（第 3 回） (N/A) 
http://www.muroran-it.ac.jp/events/news/post-1302.html 
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が、本学学生の参加に対する呼び水になったようである。一方で学外に目を転じれば、2013 年 2 月、
チェンマイ県と北海道との間で友好関係協定書が締結されたが (6)、事前調査などを通して本学も何らか
の寄与ができたのであれば大変光栄である。 
本年（2020 年）、本シンポジウムの誕生 10 周年を迎えるに当たり、これを記念すべく、第 7 回をチェ
ンマイ大学にて執り行う計画で進んでいた。しかしながら、COVID-19 の世界的な感染拡大により、現
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Activity of International Research and Education for the Center 
for Rare Earths Research (Muroran Materia)
Yusuke AMAKAI*1, *2, Shota AKIOKA*3, Yasuteru MAWATARI*1, *2, Shinji HIRAI*1, *2
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Abstract
The Center for Rare Earths Research (Muroran Materia) was established in 2012 at Muroran Institute 
of Technology. The purpose of this research center is to develop environmentally friendly materials that 
make effective use of rare earths, to make effective use of unused energy, and to conduct research from 
a multifaceted perspective on urgent issues related to materials and recycling technology. The center's 
activities include not only research, but also science enlightenment activities such as science schools, 
lectures by domestic and foreign researchers, international workshop, and educational programs at 
graduate school (environmental friendly materials engineering education program). In this article, we 
report on the international education and research activities of this center.
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Current situation of international academic partnership at 
MuroranIT and proposals for its further development
Sangyub BAEK
(Received 12th November 2020, Accepted 17th February 2021)
Abstract
This brief report aims not only to understand current situation of international academic partnership at 
Muroran Institute of Technology (MuroranIT), but also offer some proposals for further development 
of academic cooperation and exchange with overseas universities and institutes. This report consists of 
four sections, and its main points are presented in Section 2 and 3. In Section 2, the current status of 
MuroranIT’s partnership covering its subject, content, type, continent & region, language & culture 
area, language, term of validity and assessment will be specified. In Section 3, to further develop 
international academic partnership of MuroranIT, the author makes some proposals in university 
procedures, strategies, necessity of partnership extensions, acceptance of more international students,
grasp of academic cooperation by faculty member and researchers, online international cooperation and 
reexamination of partnership draft and adoption of legal review process.
Keywords: MuroranIT, international academic partnership, current situation, proposals
1 はじめに
今日の日本の高等教育機関は、多かれ少なかれいずれかの形で、海外大学又は研究機関等との国際学
術交流協定（以下「協定」 する）という形の連携を保っている。これは、下記の表 1 のとおり、文部
科学省が毎年実施している『海 大学との大学間交流協定、海外における拠点に関する調査結果』(1)
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Abstract
This bri f report aims not only to understand current situation of international ac demic partnership at 
Muroran Institut  of Technology (MuroranIT), but also offer some propos ls for further d velopment 
of academic cooperation and exchange with overseas universities and institutes. This report consists of 
four sections, and its main points are presented in Section 2 and 3. In Section 2, the current status of 
MuroranIT’s partnership covering its subject, content, type, continent & region, language & culture 
area, language, term of validity and assessment will be specified. In Section 3, to further develop 
international academic partnership of MuroranIT, the author makes some proposals in university 
procedures, strategies, necessity of partnership extensions, acceptance of more international students,
grasp of academic cooperation by faculty member and researchers, online international cooperation and 
reexamination of partnership draft and adoption of legal review process.
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ルで開催された EU・米国・日本の関連省庁が主催する 6th EU-US-Japan 
Trilateral Conference on Critical Materials にセンター教員 4 名（平井，葛
谷，馬渡，雨海）が参加し，本センターの希土類材料研究や活動をア
ピールした。また，翌日から開催された The 4th Annual Conference of 
the European Innovation Partnership on Raw Materials にも出席し，EU に
おける材料科学の研究動向や教育活動について情報収集し，本センタ
ーの教育・研究活動についても紹介した。
2. 2 Muroran-IT Rare-Earth Workshop
希土類材料研究センターでは，レアアースの研究に関する情報交換や産業界とのコミュニティ形成，国際











図 2  Muroran-IT Rare-Earth Workshop 2018(左) ，2017(右)集合写真 
図 1  6th EU-US-Japan 
Trilateral Conference on Critical 
Materials(左は筆者の雨海) 
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図 2  Muroran-IT Rare-Earth Workshop 2018(左) ，2017(右)集合写真 
図 1  6th EU-US-Japan 





が，zoom によるオンライン開催で 10 月 28 日から 29 日の 2 日間の日程で行われた。まず初めに，空閑学長









シップを進めており，これまでにのべ 6 名の大学院生が数週間から 1 か月程度海外の研究機関に滞在し，研
究および交流を行った。滞在先は，米国 エイムズ研究所，イタリア ジェノバ大学 化学・工業化学科，ロシ







会的動向などに関する講演を行っていただいた。2019 年 5 月には，教育プログラムの授業の一環として別件
で来日していたコロラド鉱山大学の Roderick G. Eggert 教授および EIT RawMaterials GmbH の Karen Hanghoj 
CEO を招へいし，授業を行っていただいた。Karen Hanghoj 氏は先に紹介したベルギーでの会議で本センター







3. 1 Ames Laboratory of US DOE
2018 年 5 月から 8 月の期間で著者の馬渡は，本学の若手研究者海外派遣事業の支援（研究題目：新規機能
図 3  Muroran-IT Rare-Earth Workshop2020 オンラインスクリーンショット 






エイの車窓から見えた。Ames laboratory of US DOE(以下，Ames Lab)は，1947 年に当時の米国原子力委員会に
よって設立された。建物がある地名の Spedding は，マンハッタン計画に関連するエイムズプロセスを指揮し
た一人である，レアアース元素の化学の専門家 Prof. Frank Spedding の名前が由来である。建物脇には，ここ
で高純度ウランの製造が行われていたことが書かれた立て看板があった（図 4）。Ames Lab は前述の ISU の
キャンパス内にあり，多くの研究者は ISU での教育にも深く関わっている。
図 4 ウラン濃縮が実施されたことを記載した立て看板（左），キャンパス内の風景（右）。
馬渡は，Mr. Rare Earth と呼ばれていた Dr. Carl Gschneidner から引き継いだ Dr. Vitalij Percharsky の研究グル
ープに滞在した。受入研究者の Dr. Viktor Balema（以下 Viktor）はそのグループの Senior Scientist（和名では
上級研究者）である。若手の博士研究員の Ihor と Sasha に協力してもらいながら研究を進めることになった






図 5 滞在時のプロジェクトメンバーとメカノケミカル合成実験室で撮影した写真，左から Sasha, Ihor, 
Viktor, Yasu（馬渡の現地での呼び名）
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聴講された。30 分程度の発表後，今回合成できた REO の物性，およびその応用についてディスカッションし
た。その中で特許出願について提案があり，帰国後も検討を重ね 2020 年初旬に米国での出願に至った。
滞在後半の 7 月末には，平井センター長と所属学生の黒田明慧氏（当時，修士 1 年）が国際学会の帰りに




図 6 Ames lab に滞在した黒田明慧氏（当時修士 1 年）
滞在期間中に，研究以外でも様々な交流を持つ機会を得た。グループ内のメンバーはもちろんであるが，
Ames Lab に所属する 2 人の日本人研究者には特にお世話になった。偶然同じフロアに居室があった NMR の
雨海 有佑, 秋岡 翔太，馬渡 康輝, 平井 伸治 
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専門家の Dr. Takeshi Kobayashi には，最新の NMR 測定方法と 10 年以上に渡るアメリカでの研究者生活につ
いて非常に多くの話を伺うことができた。現地で合成した REO の固体 NMR 測定も対応頂いた。本館の隣に






る体制も維持するためにも，今は Stay Muroran でできることを進めていきたい。
3. 2 イタリア・ジェノバ大学
 2019 年 10 月から 2020 年 1 月の期間で著者の雨海がイタリア・ジェノバ大学 化学・工業化学科の物理化
学グループ Pietro Manfrinetti 教授の研究室に滞在した。ジェノバは，イタリア北部のリグリア海に面してお





滞在した化学・工業化学科の物理化学研究グループは，調印式が行われた本部から 6 km ほど離れた小高い丘
の上にあり，化学・工業化学科，物理学科，情報科学科の 3 つの学科がまとまった建屋内にある（図 8 右）。
空閑学長一行がジェノバを発たれた後，調印式にも同行していた博士後期課程の学生の秋岡翔太氏も 11 月ま
での 1 か月間滞在し，希土類硫化物の合成に関する研究活動を行った。
図 7  調印式の様子(左)，化学・工業化学科屋上での集合写真(右) 
図 8  ジェノバ大学本部中庭(左)，図書館へと続く廊下(中央)，化学・工業化学科建屋(右) 
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希土類材料研究センターにおける国際協力教育・研究活動 
- 63 -
 Manfrinetti 教授とは上述の Rare-Earth Workshop で面識があり，レアアースを含む金属間化合物の合成のス
ペシャリストであることを認識していた。ちょうどここ数年，新たなレアアース金属間化合物を合成したい
と思っていたがなかなか時間が取れず，思うように進められていなかったが，Rare-Earth Workshop をきっか
けにセンター長の平井教授を通して 2019 年 3 月に 1 度ジェノバ大を訪ねて Manfrinetti 教授に相談を持ち掛
けたのが滞在のきっかけである。その際，いくつかのアイデアもいただき，Manfrinetti 教授の技術で合成が見
込めるとのことから 2019 年 10 月からの滞在が決定した。研究テーマは，『Synthesis and characterization of novel 






















図 9  高周波誘導炉による試料作成の様子(左)，クリスマスパーティー(右) 



















図 10 物理化学グループ研究室メンバー 



















図 10 物理化学グループ研究室メンバー 
Mem. Muroran Inst. Tech., 70 (2021) 65-72
－ 65 － 
Learning Human Activities through Wi-Fi Channel State 
Information with Multiple Access Points
He LI *1, Kaoru OTA *1, Mianxiong DONG *1 and Minyi Guo*2
(Received 11th November 2020, Accepted ○th January 2021)
Abstract
Wi-Fi channel state information (CSI) provides adequate information for recognizing and 
analyzing human activities. Because of the short distance and low transmit power of Wi-Fi 
communications, people usually deploy multiple access points (APs) in a small area. Traditional 
Wi-Fi CSI based human activity recognition methods adopt Wi-Fi CSI from a single AP, which is 
not so appropriate for a high-density Wi-Fi environment. In this paper, we propose a learning 
method that analyzes the CSI of multiple APs in a small area to detect and recognize human 
activities. We introduce a deep learning model to process complex and large CSI information 
from multiple APs. From extensive experiment results, our method performs better than other 
solutions in a given environment where multiple Wi-Fi APs exist.
Keywords: Wi-Fi Channel State Information (CSI), Deep Learning, Human Activity Recognition
1  INTRODUCTION
Human activity recognition is important to many applications, such as crowdsensing, social networks, and 
recommendation systems1. In recent years, recognizing human activities through Wi-Fi channel state information 
(CSI) has become an emerging technology for activity recognition2. As human body may reflect or absorb Wi-Fi 
signals in a small area, human activities will change the Wi-Fi CSI during Wi-Fi communications. Many works
attempt to use the information of Wi-Fi signals to find out various human activities such as walking, sitting and 
micro activities3.
Usually, there are several ways to recognize human activities with Wi-Fi CSI. A typical way is to build a signal 
transmit model to calculate the human movement through the information of Wi-Fi signals2. This method is
efficient for a simple Wi-Fi environment with a single access point (AP) and given barriers. Unfortunately, as 
people have to deploy a large number of Wi-Fi APs to cover the communication area, the Wi-Fi environment is 
very dense and complex. It is very hard to formulate existing Wi-Fi environment through an intuitive mathematical 
model.
Learning is another way to find out valuable information from complex and large datasets4. In Wi-Fi CSI, 
signal strength is usually visualized into figures, which can be analyzed by many state-of-the-art artificial 
intelligence techniques. Among all the existing learning methods, deep learning is preferred on the image tasks 
due to its strong ability of extracting features from a large amount of data. In human activity recognition, deep 
learning is also considered as a suitable method to find out different human activities from various sensing data. 
*1 Department of Sciences and Informatics, Muroran Institute of Technology, Hokkaido, Japan
*2 Department of Computer Science and Engineering, Shanghai Jiao Tong University, Shanghai, China
© 2018 IEEE. Personal use of this material is permitted. Permission from IEEE must be obtained for all other uses, in any 
current or future media, including reprinting/republishing this material for advertising or promotional purposes, creating 
new collective works, for resale or redistribution to servers or lists, or reuse of any copyrighted component of this work in
other works. DOI: 10.1109/MCOM.2018.1700083.
The article has been accepted for publication by IEEE Communications Magazine (Volume: 56, Issue: 5, May 2018)
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Abstract
This brief report aims not only to understand current situation of international academic partnership at 
Muroran Institute of Technology (MuroranIT), but also offer some proposals f r further development 
of academic cooperation and exch nge with overseas universities and institute . This report consists of 
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reexamination of partnership draft and adoption of legal review process.
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Therefore, we introduce deep learning model for recognizing human activities from Wi-Fi CSI data.
First, we develop a system to capture the Wi-Fi CSI data from all connectable APs. In our work, the data 
collection is performed in an indoor environment where multiple APs exist. During this process, the corresponding 
human activities are also recorded to label the CSI data. Then, we design a data structure to encode and storage 
the collected data. In order to analyze the relationship between CSI and human activity, we design and implement 
a multi-layer convolutional neural network (CNN) model. In experiments, we train our deep learning network with 
labeled Wi-Fi CSI datasets and test its actual recognition performance. We also compare our method with a support 
vector machine (SVM) based learning method.
The main contributions of this paper are summarized as follows.
 We first study the human activity recognition problem with Wi-Fi CSI in environment where multiple APs 
exist. To the best of our knowledge, this is the first work to recognize human activities with multiple APs.
 We then introduce a deep learning model to recognize human activities from complex and large Wi-Fi CSI 
datasets. We design an appropriate input data structure and a multi-layer CNN for activity recognition.
 We take the performance evaluation of the deep learning based method with extensive experiments in a 
given environment. We also compare our recognition method with a traditional SVM based learning method.
The remainder of this paper can be outlined as follows. Section 2 introduces human activity recognition with 
Wi-Fi CSI and deep learning technologies in human activity recognition. Section 3 introduces the scenario of 
human activity recognition with Wi-Fi CSI in a multi-AP environment. Section 4 describes the input data structure 
and the deep learning network. Section 5 presents the evaluation results of the deep learning based human activity 
recognition through extensive experiments, followed by the conclusions drawn in Section 6.
2 RELATED WORK
In this section, we first introduce some previous works in CSI-based human activity recognition, then discuss 
deep learning in human activity recognition.
2.1  Human activity recognition with Wi-Fi CSI
Radio based human activity recognition is a method to detect the changing of radio information as human body 
will reflex or absorb radio waves. As there are many methods for radio based human activity recognition, Wi-Fi 
radio based activity recognition is an emerging solution that uses existing network infrastructure. In most recent 
research works, people can use pre-installed wireless network adapters to retrieve enough information from Wi-
Fi APs for activity recognition.
In Wi-Fi radio based activity recognition, earlier works usually use received signal strength indication (RSSI), 
which is considered as a single amplitude measurement of signal information5. Comparatively, Wi-Fi CSI provides 
phase information as well as amplitude measurement for each subcarrier, which provides higher accuracy than 
RSSI based methods. Wang et al.2 first introduced fine-grained Wi-Fi CSI to recognize human activities in home 
environments. For recognizing home activities, they collected Wi-Fi CSI data from a given AP and modeled the 
radio transferring with human activities. 
Wi-Fi CSI based recognition is also able to detect human activities behind the walls. Adib et al.6 proposed a 
recognition solution through the interference nulling in multiple input multiple output (MIMO) Wi-Fi system to 
find out the human activity behind walls. The recognition method adopts a single AP with two antennas and 
measures nulled signals to find out the reflections off in transmitting. An interesting idea in the recognition method 
is a technique named inverse synthetic aperture radar is introduced to track moving objects.  
Signal preprocessing can improve the accuracy of activity recognition through Wi-Fi CSI. Pu et al.7 presented 
a signal preprocessing that transforms received signals into narrowband pulse to detect a Doppler shift in small-
scale human activities such as hand gestures. The authors repeated the orthogonal frequency division multiplexing 
(OFDM) symbol in the received signal than performed fast Fourier transform (FFT). 
These works focused on the simple Wi-Fi environment in which there is only one AP transferring signals without 
references. In a high-density Wi-Fi environment, as Wi-Fi CSI is interfered by complex wireless radios, the 
accuracy of these methods will also be influenced.
2.2 Deep learning in human activity recognition
Human activity recognition is an emerging application of deep learning technologies. Many works focus on 
activity recognition with different deep learning models. In human activity recognition, there are two categories 
of methods including unimodal methods and multimodal methods. Unimodal methods recognize human activities 
from single modality data while multimodal recognize activities from multiple modality data. Deep learning is 
adopted in both unimodal and multimodal methods for human activity recognition. As one of the unimodal 
methods, Rahmani et al.8 proposed a deep learning based action recognition from multiple camera views. The 
authors introduced learning model to find out semantic relationships from images of multiple camera views and 
map images into a single view. 
As one type of unimodal methods, shape-based methods first model the motion of human body parts then 
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Therefore, we introduce deep learning model for recognizing human activities from Wi-Fi CSI data.
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labeled Wi-Fi CSI datasets and test its actual recognition performance. We also compare our method with a support 
vector machine (SVM) based learning method.
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datasets. We design an appropriate input data structure and a multi-layer CNN for activity recognition.
 We take the performance evaluation of the deep learning based method with extensive experiments in a 
given environment. We also compare our recognition method with a traditional SVM based learning method.
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measures nulled signals to find out the reflections off in transmitting. An interesting idea in the recognition method 
is a technique named inverse synthetic aperture radar is introduced to track moving objects.  
Signal preprocessing can improve the accuracy of activity recognition through Wi-Fi CSI. Pu et al.7 presented 
a signal preprocessing that transforms received signals into narrowband pulse to detect a Doppler shift in small-
scale human activities such as hand gestures. The authors repeated the orthogonal frequency division multiplexing 
(OFDM) symbol in the received signal than performed fast Fourier transform (FFT). 
These works focused on the simple Wi-Fi environment in which there is only one AP transferring signals without 
references. In a high-density Wi-Fi environment, as Wi-Fi CSI is interfered by complex wireless radios, the 
accuracy of these methods will also be influenced.
2.2 Deep learning in human activity recognition
Human activity recognition is an emerging application of deep learning technologies. Many works focus on 
activity recognition with different deep learning models. In human activity recognition, there are two categories 
of methods including unimodal methods and multimodal methods. Unimodal methods recognize human activities 
from single modality data while multimodal recognize activities from multiple modality data. Deep learning is 
adopted in both unimodal and multimodal methods for human activity recognition. As one of the unimodal 
methods, Rahmani et al.8 proposed a deep learning based action recognition from multiple camera views. The 
authors introduced learning model to find out semantic relationships from images of multiple camera views and 
map images into a single view. 
As one type of unimodal methods, shape-based methods first model the motion of human body parts then 
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efficiently recognize human activities. In a shape-based method, deep learning is usually used for estimating 
human poses from multisource data. Toshev et al.9 adopted deep neural networks (DNN) regression for pose 
estimates in a holistic manner. 
Deep learning plays an important role in multimodal methods. Martinez et al.10 adopted deep learning to explore 
the most informative features for recognition of human affective states. Deep learning performs efficiently for 
activity recognition based on social networking. 
Kim et al.11 introduced deep belief networks (DBM) to recognize human emotions from audio datasets. They 
adopted DBM in both supervised and unsupervised models to acknowledge non-linear relationships. Shao et al.12
applied deep learning to combine different modalities such as appearance and motion features collected from 
social networks. Gan et al.13 proposed an approach for recognizing human events in videos by introducing deep 
learning to identify the most important frames in video sequences. 
Deep learning is an efficient way to recognize human activities in complex information, which is also 
appropriate for exploring complex Wi-Fi information data from multiple APs
3 Wi-Fi CSI BASED HUMAN ACTIVITY RECOGNITION WITH MULTIPLE APS
In this section, we will discuss a typical scenario of the human activity recognition with multi-AP CSI. We first 
use an example to introduce the scenario, then address the problems for human activity recognition.
People often use many Wi-Fi APs for better signal quality and network performance. Thus, in multiple Wi-Fi 
environments, there are more than one APs near to the computers or devices. As shown in Fig.1, there are five APs 
and two personal computers. All computers can receive signals from all five APs. We assume all computers can 
record the Wi-Fi CSI from each AP, and the interferences from human activities can be sensed.
In the scenario, two people absorb and reflect a part of Wi-Fi radio from APs to computers. When a people 
moves its body, Wi-Fi CSI will be influenced since the absorbed or reflected radio is changed. Wi-Fi CSI based 
activity recognition means recognizing different Wi-Fi CSI changing during human activities. As there have been 
several tools for recording CSI data in general Wi-Fi hardware, it is possible to sense Wi-Fi CSI data for activity 
recognition. For a single AP environment, the problem is to find an efficient way for recognizing activities in Wi-
Fi CSI information. In a multiple APs environment, sensing Wi-Fi CSI data from a single AP will be interfered by 
other Wi-Fi communications. Fortunately, network adapters can also sense additional information from other APs. 
Therefore, to improve the recognition accuracy in the scenario, we design an activity recognition system that 
obtains Wi-Fi CSI from multiple APs, and based on that, recognizes the corresponding human activities. As shown 
in Fig. 2, we add an OFDM receiver in the signal processing module for receiving Wi-Fi CSI from multiple active 
APs. In our system, we combine the multiple Wi-Fi CSI data into the input data structure for training our deep 
learning model. We will introduce the input data structure in next section. 
There are two phases in deep learning based recognition, namely, the training phase and inference phase. For 
training phase, we collect the Wi-Fi CSI data and label them with the corresponding human activities. For example, 
if we record the Wi-Fi CSI data during a person stands up, the label of this combined dataset will be set as 
“Standup”. We maintain a knowledge dataset for all labeled data. In the training phase, the system will load the 
Fig.1. Wi-Fi CSI based human activity recognition with multiple Aps
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combined data from the Wi-Fi CSI dataset and train the learning network. In the inference phase, the system will 
recognize different human activities from the input Wi-Fi CSI information using the learning network.
4 LEARNING MODEL
In this section, we first present the data structure in the training phase, then introduce the proposed learning 
model. 
There are different Wi-Fi CSI data from multiple APs. We have to combine them into one data structure for 
network training. A Wi-Fi CSI record includes tens of subcarriers with amplitudes in thousands of time slots. For 
example, if we can receive signals from multiple APs, we can choose a multiple-tuples data structure to combine 
these multiple records. We use an example to show a typical data structure shown in Fig. 3, in which we record 
Wi-Fi CSI data from multiple different APs. 
We first transform the values in each record into heatmaps. For the Wi-Fi CSI record, the x-axis is set to the 
packet index, the y-axis is set as subcarrier index, and the colors mean the amplitude values. We use a time window 
to clip the Wi-Fi CSI data during human activities. In the collection of our training data, we use a camera to recode 
the human activities in the same timeline of Wi-Fi CSI records. Then, from the video record, we label all Wi-Fi 
CSI data in the time windows. Then, we combine multiple heatmaps and the label as the input data structure for 
training the deep learning network.
With the input data from multiple APs, we design a learning network with multiple inputs and one output. As 
shown in Fig. 4, we design a CNN-based learning network. There are six layers in the learning network and 
multiple branches for multiple input data. The Wi-Fi CSI records provide fine-grain amplitude values of all 
subcarriers, which contain many features. Therefore, we use three convolutional layers for extracting features in 
Wi-Fi CSI data. After feature extraction in convolutional layers, we use two fully connected layers as training 
layers. Finally, we use a softmax loss function as the classifier for the output of the neural network. 
In the training phase, training records will be sliced into multiple parts including all Wi-Fi CSI Input. We have 
set several different activities to label the CSI data, including standing up, sitting down, hand raising, hand moving, 
and the default label. The default label is used for any other activities which we have not defined in our work, 
including no activity of course. Related labels will be put into the softmax classifier. 
In the inference phase, we use the sliding window to clip a part of the input Wi-Fi CSI data. The CNN-based 
network will learn the features of the input data and recognize the label. If the target perform any static activities 
or some activities not considered in the training stage, the proposed CNN model will output the default label. Then, 
the recognition system continues moving the sliding window with a time interval and recognizes the rest of Wi-Fi 
CSI data. With the sliding window, the recognition system also supports recognize human activities from the 
streaming Wi-Fi CSI data. By this means, this CNN model can correctly recognize the pre-defined activities 
without a detection model.
Fig. 2. Structure of Wi-Fi CSI based human activity recognition system with multiple APs
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example, if we can receive signals from multiple APs, we can choose a multiple-tuples data structure to combine 
these multiple records. We use an example to show a typical data structure shown in Fig. 3, in which we record 
Wi-Fi CSI data from multiple different APs. 
We first transform the values in each record into heatmaps. For the Wi-Fi CSI record, the x-axis is set to the 
packet index, the y-axis is set as subcarrier index, and the colors mean the amplitude values. We use a time window 
to clip the Wi-Fi CSI data during human activities. In the collection of our training data, we use a camera to recode 
the human activities in the same timeline of Wi-Fi CSI records. Then, from the video record, we label all Wi-Fi 
CSI data in the time windows. Then, we combine multiple heatmaps and the label as the input data structure for 
training the deep learning network.
With the input data from multiple APs, we design a learning network with multiple inputs and one output. As 
shown in Fig. 4, we design a CNN-based learning network. There are six layers in the learning network and 
multiple branches for multiple input data. The Wi-Fi CSI records provide fine-grain amplitude values of all 
subcarriers, which contain many features. Therefore, we use three convolutional layers for extracting features in 
Wi-Fi CSI data. After feature extraction in convolutional layers, we use two fully connected layers as training 
layers. Finally, we use a softmax loss function as the classifier for the output of the neural network. 
In the training phase, training records will be sliced into multiple parts including all Wi-Fi CSI Input. We have 
set several different activities to label the CSI data, including standing up, sitting down, hand raising, hand moving, 
and the default label. The default label is used for any other activities which we have not defined in our work, 
including no activity of course. Related labels will be put into the softmax classifier. 
In the inference phase, we use the sliding window to clip a part of the input Wi-Fi CSI data. The CNN-based 
network will learn the features of the input data and recognize the label. If the target perform any static activities 
or some activities not considered in the training stage, the proposed CNN model will output the default label. Then, 
the recognition system continues moving the sliding window with a time interval and recognizes the rest of Wi-Fi 
CSI data. With the sliding window, the recognition system also supports recognize human activities from the 
streaming Wi-Fi CSI data. By this means, this CNN model can correctly recognize the pre-defined activities 
without a detection model.
Fig. 2. Structure of Wi-Fi CSI based human activity recognition system with multiple APs
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5 EVALUATION
In this section, we present the evaluation results of our activity recognition system. We first introduce setting 
of the experiments and the data collection in our laboratory. Then, we discuss the accuracy of our system and 
compare it with a traditional SVM based activity recognition method. 
We use the Linux 802.11n CSI Tool14 to record the Wi-Fi CSI data from Wi-Fi network adapters. We use three 
Dell E6230 laptop computers which have three Mini PCI Express slots as the receiver and install three Intel Wi-
Fi Link 5300 AGN network adapters in the receiver. We put nine Wi-Fi routers denoted by “AP1”, “AP2”, ..., and 
“AP9” in the same room and connect each network adapter to one router. We use Ubuntu 14.04 with Linux Kernel 
4.10 as the operating system of the computer. 
For our activity recognition system, we use a workstation computer from G-Tune, a high-performance computer 
manufacturer in Japan. The computer equips a Nvidia GeForce GTX 1080 graphics card, an Intel Core i7-7700K 
processor, 32 GB memory and a 8 TB hard disk. We install Ubuntu 16.04.2 LTS as the operating system and adopt 
Keras and TensorFlow as the development framework. As shown in Fig. 5, for testing the recognition performance 
with different number of people, we use two different settings in our experiments, which are denoted by “One 
Fig. 3. Labeled Wi-Fi CSI data with multiple APs during a people stands up
Fig. 4. Learning network in Wi-Fi CSI based human activity recognition system with multiple Aps
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people” and “Two people”, shown in Fig. 5(a) and Fig. 5(b), respectively. 
Data collection is very important to our experiments. We use a camera to record the activity of the people in the 
room and recode the CSI with the same timeline. Then, we choose several activity types for testing, and find out 
the time periods and activity types according to the video. We choose standing up, sitting down, hand raising, and 
hand moving as the activity types, which are denoted by “ACT1”, “ACT2”, “ACT3”, and “ACT4”, respectively. 
We first record the training data, which consists of 180 times of standing up and sitting down, 300 times of hand 
raising, and 900 times of hand moving. We set the period of the time window as} 1 second. For evaluation, we 
first choose three-fourths of the entire records as training data and the rest one-fourth data as the testing data. We 
also test the accuracy of our recognition system with only AP1. Meanwhile, for performance comparison, we also 
test a SVM-based recognition method15 in the experiments. All experiments are executed 20 times, and we record 
the mean value and errors. 
We conduct another test for keystroke recognition, also as a comparison with an existing method3. The 
difference is, in this test, we use an automatic key record program to label the captured CSI data, instead of the 
former adopted video analysis approach. Therefore, the dataset size is significantly increased due to the high 
labeling efficiency. We recorded 4000 times per each alphabetic key and three-fourths of the entire records as 
training data and the rest one-fourth data as the testing data.
As shown in Fig. 6(a), we first test the recognition accuracy with different number of APs. It can be seen that 
the recognition system achieves different accuracy when recognizing different activities. Since the Wi-Fi CSI 
varies obviously with body movements, the recognition system performs much better in these scenarios than 
recognizing the hand movements. Meanwhile, changing the number of APs will influence the accuracy of activity 
recognition. From the experiment results, we can see that the recognition accuracy with 9 APs is better than the 
accuracy with a single AP. 
We also test the recognition accuracy with different number of people in the room. As shown in Fig. 6(b), the 
recognition system achieves different accuracy with different number of people in the room. An increasing number 
of people will decrease the accuracy of activity recognition because another people will reflect or absorb Wi-Fi 
signals. From the experiment results, we can see that the recognition accuracy with two people is worse than the 
accuracy w1ith one people.
We compare the performance of our method with a SVM-based recognition method. We choose the settings of 
one people in the comparison experiment. We use “CSI (Nine APs)” and “SVM” to denote our solution with 
multiple APs and the SVM based recognition, respectively. As shown in Fig. 6(c), two solutions achieve different 
accuracy of recognizing four activity types. Our solution outperforms the SVM-based method in recognizing large 
scale body movements. In recognizing hand movements, our solution has a similar performance with the SVM-
based recognition. Meanwhile, with more Wi-Fi CSI data from multiple APs, the recognition accuracy of our 
solution improves obviously. The results demonstrate that, a well-designed CNN model, which is based on the 
CSI data of multiple APs, can be an efficient approach to recognize human activities in complicated wireless 
environments. 
We compare the performance of our method with WiKey, a previous work on keystroke recognition. We choose 
the settings of one people in this experiment. As shown in Fig. 6(d), two solutions have different recognition 
accuracy for each alphabetic key. Our solution achieves an average recognition accuracy of 83.98% with 26 
alphabetic keys, which is a little better than WiKey's with an average accuracy of 83.46%. Meanwhile, the accuracy
(a) One people (b) Two people
Fig. 5. Recognition with different people in the same room
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difference is, in this test, we use an automatic key record program to label the captured CSI data, instead of the 
former adopted video analysis approach. Therefore, the dataset size is significantly increased due to the high 
labeling efficiency. We recorded 4000 times per each alphabetic key and three-fourths of the entire records as 
training data and the rest one-fourth data as the testing data.
As shown in Fig. 6(a), we first test the recognition accuracy with different number of APs. It can be seen that 
the recognition system achieves different accuracy when recognizing different activities. Since the Wi-Fi CSI 
varies obviously with body movements, the recognition system performs much better in these scenarios than 
recognizing the hand movements. Meanwhile, changing the number of APs will influence the accuracy of activity 
recognition. From the experiment results, we can see that the recognition accuracy with 9 APs is better than the 
accuracy with a single AP. 
We also test the recognition accuracy with different number of people in the room. As shown in Fig. 6(b), the 
recognition system achieves different accuracy with different number of people in the room. An increasing number 
of people will decrease the accuracy of activity recognition because another people will reflect or absorb Wi-Fi 
signals. From the experiment results, we can see that the recognition accuracy with two people is worse than the 
accuracy w1ith one people.
We compare the performance of our method with a SVM-based recognition method. We choose the settings of 
one people in the comparison experiment. We use “CSI (Nine APs)” and “SVM” to denote our solution with 
multiple APs and the SVM based recognition, respectively. As shown in Fig. 6(c), two solutions achieve different 
accuracy of recognizing four activity types. Our solution outperforms the SVM-based method in recognizing large 
scale body movements. In recognizing hand movements, our solution has a similar performance with the SVM-
based recognition. Meanwhile, with more Wi-Fi CSI data from multiple APs, the recognition accuracy of our 
solution improves obviously. The results demonstrate that, a well-designed CNN model, which is based on the 
CSI data of multiple APs, can be an efficient approach to recognize human activities in complicated wireless 
environments. 
We compare the performance of our method with WiKey, a previous work on keystroke recognition. We choose 
the settings of one people in this experiment. As shown in Fig. 6(d), two solutions have different recognition 
accuracy for each alphabetic key. Our solution achieves an average recognition accuracy of 83.98% with 26 
alphabetic keys, which is a little better than WiKey's with an average accuracy of 83.46%. Meanwhile, the accuracy
(a) One people (b) Two people
Fig. 5. Recognition with different people in the same room
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of keystroke recognition is higher than small-scale human activity recognition, which means our solution performs 
better with bigger training dataset.
6 CONCLUSION
In the paper, we propose a human activity recognition method using multiple APs' CSI data. Instead of complex 
mathematical models and analysis approaches, we adopt the state-of-the-art deep learning method in our research. 
We transform the Wi-Fi CSI data into heatmaps, and regard them as the input of our specially-designed deep 
network. Due to its strong abilities of feature extraction, the proposed CNN model is very suited to the CSI-based 
human activity recognition task. In addition, GPU acceleration also gives a huge boost to the learning and inference 
process, which is of great help for the actual application of the proposed system. The experiment results show that 
our solution is accurate and efficient in recognizing human activities, especially the large-scale body movements. 
Future work includes implementing a streaming based method to recognize real-time human activities. We also 
plan to introduce our system in a cloud environment to provide cloud service for human activity recognition.
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International Symposium on Materiome Research 2019 開催報告
および台湾と日本における研究環境の比較に関する一考察
飯森 俊文*1、徳樂 清孝*1
（原稿受付日 令和 2 年 11 月 2 日   論文受理日 令和 3 年 2 月 17 日）
Report on International Symposium on Materiome Research 2019
and
the Comparison of Research System in the University between
Taiwan and Japan
Toshifumi IIMORI, Kiyotaka TOKURAKU
(Received 2nd November 2020, Accepted 17th February 2021)
Abstract
The summary of International Symposium on Materiome Research 2019, which was held on August 
22, 2019, is reported. In the symposium, there were 14 invited talks from National Chiao Tung 
University in Taiwan, and Muroran Institute of Technology in Japan. The difference in the research 
system in the university between Taiwan and Japan is discussed.
Keywords : International relations, Materiome, Taiwan
1 はじめに
2020 年 4 月、室蘭工業大学（本学）にクリエイティブコラボレーションセンターが立ち上がり、現在
8 ラボがセンターの所属で活動している。『北海道マテリオームラボ』(H-NMR ラボ)はその 8 ラボの 1 つ
に位置づけられており、北海道の天然物質の構造・機能、および物質間のつながりについて研究し、こ
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れらを活用した新産業の創出を目指している(1)。メンバーは徳樂ラボ長の他に、筆者（飯森）も含めて室
蘭工業大学システム理化学科化学生物システムコース所属の 6 名の准教授が構成員として活動している。
2019 年の夏に、本学において、マテリオームラボの主催で International Symposium on Materiome Research 







シンポジウムは 2019 年 8 月 22 日に、本学の教育研究 7 号館（Y 棟）Y103 室において開催した。海外
からの参加者は、Chi-Shen Lee 教授, Yen-Ju Cheng 教授, Hsin-Yun Hsu 准教授,および Nobuhiro Ohta 教授で





プログラムは表 1 のとおりであり、Opening Remark などを除いた講演は、合計 13 演題となった。
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表 1 International Symposium on Materiome Research 2019 のプログラム
9:15-9:20 Naoyuki Funamizu (Muroran Institute of Technology)
Opening Remarks
9:20-9:30 Kiyotaka Tokuraku (Muroran Institute of Technology)
Introduction of Hokkaido Natural Materiome Research Lab
9:30-10:15 Chi-Shen Lee (National Chiao Tung University)
Catalysts of Metal Substituted Pyrochlores A2B2O7 (A = Alkali/Alkaline 
Earth/Rare Earth Elements; B = Ce/Ru/Ni) for Oxidative Steam Reforming 
of Ethanol                                                    
10:15-10:35 Yasuharu Kanda (Muroran Institute of Technology) 
Preparation and Catalytic Activities of Noble Metal Phosphides       
10:35-10:40
Coffee Break
10:40-11:25 Yen-Ju Cheng (National Chiao Tung University)
Design and Synthesis of Ladder-Type Organic Conjugated Materials for 
Organic Photovoltaics                                        
11:25-11:45 Hideyuki Nakano (Muroran Institute of Technology)
Photomechanical Behaviors Observed for Azobenzene-Based Photochromic 
Amorphous Molecular Materials                                
11:45-12:05 Yasuteru Mawatari (Muroran Institute of Technology)
Synthesis and Characterization of Helical Poly(arylacetylene)s toward 







13:50-14:35 Hsin-Yun Hsu (National Chiao Tung University)
Development of “Green” Particulate Systems for Bio- and Environmental 
Applications                                               
14:35-14:55 Kiyotaka Tokuraku (Muroran Institute of Technology)
Bionanoimaging of Amyloid Aggregation Using a Quantum Dot Nanoprobe 
and Its Application for Screening of Amyloid Aggregation Inhibitors
14:55-15:15 Koji Uwai (Muroran Institute of Technology)
Exploring the Amyloid-Beta Aggregation Inhibitors for the Prevention of 
Alzheimer’s Disease: Gifts from Earth and Their Structure – Activity 
Relations      
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15:15-15:35 Masahiro Kuragano (Muroran Institute of Technology) 
Three-Dimensional Real Time Imaging for Amyloid β42 Aggregation at 
Peripheral Region of PC12 Cells Using Quantum Dots Nanoprobe     
15:35-15:50
Coffee Break
15:50-16:35 Nobuhiro Ohta (National Chiao Tung University)
Nanosecond Pulsed Electric Field Effects on Intracellular Function and 
Fluorescence Lifetime Microscopy                              
16:35-16:55 Shinya Yamanaka (Muroran Institute of Technology)  
Preparation and Characterization of Mesoporous Calcium Carbonate by 
Crystallization Processing                                     
16:55-17:15 Yuka Yajima (Muroran Institute of Technology)
Cryptic Cold-Adapted Natural Material under Snow Cover: Snowbank True 
Slime Molds in Hokkaido                                     
17:15-17:35 Toshifumi Iimori (Muroran Institute of Technology)
Photonics of Molecular Materials : Magneto-Optical Effect of Soft Magnetic 
Material and Fluorescence in a Classic Electron Acceptor            
17:35-17:40 Hideyuki Nakano (Muroran Institute of Technology)
Closing Remarks





















午後の第一セッションは、バイオケミストリー分野の講演で構成し、始めに Hsin-Yun Hsu 准教授の講
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図 2 シソ栽培農場（2020 年 7 月撮影）
3 国立交通大学の概要および台湾と日本の研究環境の比較
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図 3 台湾の地図






が集積していることで知られている。半導体製品を受託製造する企業として有名な TSMC (Taiwan 
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評価による交付金額の増減は実際は少ないように思われる。つまり、科研費は All or Nothing の性質を持
った審査システムとなっている。日本の現在の制度のままであっても、研究種目間での重複申請の制限




























（原稿受付日 令和 2 年 8 月 31 日   論文受理日 令和 年 月 日）
A First Report on Academic Exchange Activities in Nepal
Kazuhiko SATO
(Received 31th August 2020、 Accepted ○th January 2020)
Abstract
Muroran Institute of Technology signed an academic exchange agreement with the Tribhuvan 
University, Prithvi Narayan Campus (PN Campus) in Nepal in 2018, and is promoting academic 
exchange activities in both research and exchange cooperation. Prior to the conclusion of the 
agreement, the author had a personal friendship with faculty members of the PN campus since 2012. 
They helped local arrangements for fieldwork in Nepal. In concluding an academic exchange 
agreement in 2018, an undergraduate student and a master student of our Institute have been 
participating in research workshop at PN campus, moreover, we invited faculty members of PN 
campus to our university for exchanges. Then, in 2019, students of our university visited the PN 
campus, and joined a joint workshop to interact with local students. This paper reports on the 
academic exchange activities between the PN Campus and Muroran Institute of Technology, centering 
on the implementation report of the joint workshop held in 2019.
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（原稿受付日 令和 2 年 11 12 3 2 17 日）
Cur ent situati of int rnational cademic partnership t 
MuroranIT and proposals for its further development
Sangyub BAEK
(Received 12th November 2020, Accepted 17th February 2021)
Abstract
This brief report aims not only to understand current situation of international academic partnership at 
Muroran Institute of Technology (MuroranIT), but also offer some proposals for further development 
of academic cooperation and exchange with overseas universities and institutes. This report consists of 
four sections, and its main points are presented in Section 2 and 3. In Section 2, the current status of 
MuroranIT’s partnership covering its subject, content, type, continent & region, language & culture 
area, language, term of validity and assessment will be specified. In Section 3, to further develop 
international academic partnership of MuroranIT, the author makes some proposals in university 
procedures, strategies, necessity of partnership extensions, acceptance of more international students,
grasp of academic cooperation by faculty member and researchers, online international cooperation and 
reexamination of partnership draft and adoption of legal review process.





                                                   
*1 室蘭工業大学 ひと文化系領域  
室工大紀要第 70 号（2021）3～9 




（原稿受付日 令和 2 年 11 月 12 日   論文受理日 令和 3 年 2 月 17 日）
Current situation of international academic partnership at 
MuroranIT and proposals for its further development
S ngyub B EK
(Received 12th November 20, 17th February 2021)
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調べるための実験を 2017 年冬にネパールで実施した。その際、我々のネパール訪問に併せて、PN キャ
ンパスにおいてお互いの研究を紹介し合う研究ワークショップが企画され、筆者と同行した日本人学生





図 2 2017 年の研究ワークショップの様子
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2. 3 PN キャンパス教員の室蘭訪問と協定締結
 2018 年から本学と PN キャンパスの間で学術交流協定を締結するための準備を開始した。これまでの
実績は、筆者らがネパールで現地実験をする際に PN キャンパスを訪問して研究発表を行うことのみで
あったため、交流に広がりをもたせるために PN キャンパスの教員を本学に招聘し、本学において研究
ワークショップを開催することとした。調整を重ねた結果、2018 年 8 月に、筆者の共同研究者であるラ
ムジ・ゴータム氏、情報学の教員プリティビ・パネル氏、キャンパス長（学長に相当）のチャンドラ・
バハドール・タパ氏の 3 名の来蘭が実現した（図 3）。研究ワークショップでは、来蘭した 3 名が研究発




 2019 年 9 月 17 日から 4 日間の日程で共同ワークショップを PN キャンパスで実施した。筆者らの研
究での交流以外では初となるネパールでの大学間交流であり、これまでの教員中心の交流ではなく、今
回は学生同士の交流を主体とした実施計画を立案した。表 1 に示すように、タイを経由した移動および
首都カトマンズ周辺地域への滞在と世界遺産見学などを含めトータルで 9 泊 10 日の旅程を計画した。
参加学生は、筆者が所属する情報系コースの学生だけでなく、国際交流センターを通して海外交流に
関心を持つ学生へと広く参加を募集した。その結果、学部学生 4 名（情報電子工学系学科 3 年生 1 名、
同 4 年生 1 名、建築社会基盤系学科 2 年生 1 名、応用理化学系学科 3 年生 1 名）、大学院生 1 名（情報電
子工学系専攻 1 年生）が参加した。
3. 2 出国からポカラ到着まで
 2019 年 9 月時点で日本からネパールまでの空路は関西国際空港からの直通便が運航されていたが、旅
図 3 2018 年の本学での研究ワークショップの様子
表 1 共同ワークショップの実施日程
Day 1 2019/09/15 移動：出国～バンコク（トランジット泊） 
Day 2 2019/09/16 移動：バンコク～カトマンズ～ポカラ、ポカラ宿泊 
Day 3 2019/09/17 WS1：開会式、グループワーク（観光プラン作成）、市内観光 
Day 4 2019/09/18 WS2：フィールドワーク＆ホームステイ（ディタール村宿泊） 
Day 5 2019/09/19 WS3：ショートトレッキング（ディタール村～アスタム村） 
Day 6 2019/09/20 WS4：研究発表会、閉会式 
Day 7 2019/09/21 首都カトマンズに移動。世界遺産見学、カトマンズ宿泊 
Day 8 2019/09/22 世界遺産パタンに移動、パタン宿泊 
Day 9 2019/09/23 移動：カトマンズ～バンコク～帰国、機内泊 

























3. 3 ＷＳ第１日目 観光プラン作成と市内観光
 旅行 3 日目ワークショップ初日。朝食後に、ホテルまで迎えに来た PN キャンパスの公用車で大学へ
向かった。会場となった会議室に両校の教員、学生が集合した。参加者は、本学教員 1 名、PN キャンパ
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3. 4 ＷＳ第２日目～３日目 山村でのホームステイ
 旅行 4 日目ワークショップ第 2 日。1 泊 2 日の日程で、ポカラから 15 キロほどの郊外にあるディター
ル村に赴き、村が協同経営する民家を改築したゲストハウスでのホームステイと村々を巡るショートト
   
























図 9 観光の様子（バスパーク～パタレチャンゴの滝～グシュテプワール・マハデヴ洞窟寺院） 
 
   
図 10 セティガンダキ川にて  図 11 ディタール村までのトレッキングの様子 
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図 12 農村でのホームステイとドーナツ作り体験 
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3. 5 ＷＳ第４日目 研究ワークショップ
 旅行 6 日目ワークショップ最終日。PN キャンパスにて両校の教員、学生による研究発表会が行われ
た。本学側は筆者と大学院生が研究テーマについて発表し、学部生 4 名は今回のネパールで体験したこ











で散策に赴いた（図 14）。カトマンズには 2015 年に起きた大地震の爪痕が今も残り、壊れたままの建物
や修理中の建物が多く存在する。学生らにそれらを見せるため、あえて細い裏路地を通り、ちょっとし
た冒険を楽しんだ。
3. 7 最終夜 世界遺産パタンでの宿泊











図 13 研究発表会と閉会式 
 
 
図 14 カトマンズ観光 
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室蘭工業大学と RMIT 大学の国際共修の歴史 
大橋 裕子＊1
（原稿受付日 令和 2 年 12 月 11 日   論文受理日 令和 年 月 日）
Footsteps of International Co-learning 
between Muroran IT and RMIT 
Hiroko OHASHI
(Received 11th December 2020, Accepted ○th January 2021)
Abstract
This paper serves two purposes; 1) outlining the value and potential of language study tours 
and 2) documenting the footsteps of collaborative co-learning that has been implemented 
between Muroran Institute of Technology and RMIT university over 20 years. The value of 
the study tours is discussed with emphasis on intercultural communication in the 21st 
century, while unwrapping what has been organised and implemented between these two 
universities in order to provide students with learning opportunities that feed into their ever-
changing worldviews.
Keywords: Intercultural learning, co-learning, dual language study tours, student exchange, 
social activities
1 はじめに
 室蘭工業大学（以下室工大）とロイヤル・メルボルン工科大学（以下 RMIT 大） 2は、1998 年に両学
の間に締結された学術交流協定を軸に、ほぼ毎年双方向短期語学研修を行ってきている。2019 年には、
室工大から RMIT 大への英語研修は、通算 21 回、RMIT 大から室工大への日本語研修は、12 回になっ
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Current situation of international academic partnership at 
MuroranIT and proposals for its further development
Sangyub BAEK
(Received 12th November 2020, Accepted 17th February 2021)
Abstract
This brief report aims not only to understand current situatio of international academic partn rship at 
Muroran Institute of Technology (MuroranIT), but also offer some proposals for further development 
of academic cooperation and exchange with overseas universities and institutes. This report consists of 
four sections, and its main points are presented in Section 2 and 3. In Section 2, the current status of 
MuroranIT’s partnership covering its subject, content, type, continent & region, language & culture 
area, language, term of validity and assessment will be specified. In Section 3, to further develop 
international academic partnership of MuroranIT, the author makes some proposals in university 
procedures, strategies, necessity of partnership extensions, acceptance of more international students,
grasp of academic cooperation by faculty member and researchers, online international cooperation and 
reexamination of partnership draft and adoption of legal review process.
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 上の視点から、室工大での RMIT 大学のスタディツアーと RMIT 大での室工大英語研修ツアーがどの
ように計画・実施されてきているのか、この研修の主人公である学生の内省も含めながら、両学の共修
の歩みをたどってみる。 4 特に、室工大での RMIT 大学のスタディツアーでは、人とのめぐり逢いに、
また、RMIT 大での室工大英語研修では、学生間の社会活動に焦点をあて、それぞれ紹介する。それに
引き続き、語学研修から派生した両大学の教員レベルでの共修の例も記録する。
3. 室工大での RMIT 大のスタディツアー
3. 1 コミュニティに見守られながら思い切って挑戦することを選択する機会 (Take risks in safe hands)
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4 学生の内省はすべて“  ”で示し、筆者の手直しを入れずそのままの声をセクションに沿う形で挿
入している。従って、日本語の間違いもそのままである。また、それぞれの学生から、掲載の許可をと
っているが、匿名とする。 
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の’初めて’の挑戦が待っている。
“じつは、私は室蘭に行く前に不安があって、すごく心配していました。”
































“I am crying on the bus. Everyone was crying. We are late 30 minutes, because no one wanted to stop 
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対に忘れません。どこに行っても、何をしても、私の人生の最高の経験でした。室蘭で見つけたその人
間関係のおかげで、私はいいことをたくさん習えました。”























“MY HOST MOTHER CRIED AGAIN AND THE KIDS HUGGED ME GOODBYE. THEY GAVE ME MY 




ある筆者は、毎年、 “You will need to take risks. You will be pushed off the cliff so that you can find your 
own wings” （皆さんは、 崖から突き落とされるような思いをするでしょう。でも、その時、自分の翼
を見つけられるはずです。）と言うことにしている。それを言えるのは、その崖は、室蘭にあり、周囲
には、室工大のコミュニティの方々がいて、必ず支えてくださるという信頼と確信があるからである。
“Since returning I've noticed that my perspective on life has changed for the better, I hope. The trip was an 
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には、室工大のコミュニティの方々がいて、必ず支えてくださるという信頼と確信があるからである。
“Since returning I've noticed that my perspective on life has changed for the better, I hope. The trip was an 
invaluable opportunity for me, and I've had so many experiences I will not forget for a long time.”
4. RMIT 大での室工大英語研修
4. 1 社会活動としての交流
室蘭工業大学と RMIT 大学の国際共修の歴史 









4. 1. 1 バイリンガル合宿 (2010-2014)
 2010 年からの 5 年間はメルボルンから、100km ほど離れたクイーンズクリフというグレートオーシ
ャンロードの入り口にある小さい町での相互の教育的メリットを考慮し、日豪混合学生主導型の共同作
業を盛り込んだ 2 泊 3 日の合同合宿を行った。合宿の目標は下の通りである。
• To take and/or share responsibility for all aspects of the camp, from planning to completion with 
your fellow students. （合宿のすべてのことに関する責任を準備段階から最後まで分かち合う）
• To develop life skills through active involvement with the organizational process and responsibility 
sharing. （合宿の企画実行、責任の分担などに積極的に関わり、実践的スキルを身に付ける）












“I have gained more confidence within myself and the language that I am learning, and I have come out of 
my shell a bit more, daring to do more things that I wouldn’t normally do. Since I am a very shy person, the 
camp has helped a lot.”
4. 1. 2 室工大コミティ (2015-2019)
 室工大の単独活動である英語の授業（午前 8 時半から午後 1 時まで）以外の時間は RMIT 大の学生と
の活動になる。室工大の英語研修を学生主体の社会活動にするため、企画運営を行う RMIT 大生の ‘室
蘭工大スタディツアーコミティ’ が結成される。これは自由意志で応募してきた RMIT 大生、各クラス
















表 1 室工大英語研修スケジュール例 
“Being part of the committee sounds easy because it just seems like we just ‘hang out’ with the students. 
However, it was a great deal of work behind the scenes which involves not only planning but also 
communication within the committee members and the Muroran students as well.”
“Being a committee member for Kodai students was one of the most memorable and unique experiences of 
my life.”
   
 図 1 メルボルンのマーケットで            図 2 公園でのバーべキューの後 
“their (室工大生) support at the speech contest that I participated in, really meant a lot to me. 
President 
プレジデント




Minister for Media and 
Publication メディア大臣
Minister for Safety and 
Health 安全・保険大臣
Minister for Travel 
交通大臣
Minister for Arts & Culture & 
Coffee 芸術文化コーヒー大臣
Minister for parties            
会合大臣
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Despite having to present their findings about Australia in English the next day, all eight of them 
stayed with me until the end and gave me many words of encouragement. I cannot thank them 
enough for what they have done for me. It may have been a hectic two weeks, but I pulled through 
and had the time of my life with the committee members and the Muroran students. “
4. 1. 3 室工大生による TA (日本語授業補助) (2015-2019)
 RMIT 大での日本語履修数は年によって違うが約 600 である。室工大からの英語研修を迎える学期は









4. 1. 4 室工大生による英語研究発表
 最後の 1 週間は室工大の学生が TA（4.1.3）に参加しながら、最終日のプレゼンテーションに向けた
準備を進めていく。コンピュータールームなどを使って、オーストラリアの経験から、学んだこと、感
じたことなどを個々にテーマを決め、インターネットやアンケートなどで調べたことを発表する。準備





-Language Learning Differences in Australia and Japan -Traffic system in Melbourne
-The things I thought about after coming to Melbourne -Melbourne urban planning
-Immigration in Australia -Unique ecosystem
“Helping the students with English and their presentations, gave me a sense of achievement and it made 
me feel so proud when they were able to successfully present in front of committee members, other RMIT 
students and teachers.”
          
図 3 修了式                          図 4 研究発表 
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 また、コロナ禍でオンライン授業を行っている 2020 年は、室工大の先生のご協力のもと、RMIT 大
の日本語のクラスに室工大の学生がゲストとして参加してくれていることもここに記録しておく。
“スタディーツアーが終わったら、日本に戻ることにします。そこで日本の文化のことを勉強したく
て、会えた人のように親切な人になりたいです。” （この RMIT 生は来年から日本の大学で勉強することが決まっている。） 
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1997 11 Ms. Jill Williams (CELL) and Ms. Emma Goldsworthy (RMIT International) visited 
Muroran IT to explain the study tour at CELL (former REW) to the staff of the Office of 
International Affairs, MuroranIT. 
1998 3 1st Study Tour at CELL (10 participants)
1998 4 Ms. Lynda Beegle (CELL) and Ms. Emma Goldsworthy (RMIT International) visited 
Muroran IT to discuss the possibility of sister relationship between RMIT and Muroran IT 
with President Hiroaki Tagashira.
1998 10 Prof. Kazuhiko Sato, director of the Office of International Affairs, MuroranIT, and Assist. 
Prof. Kenya Kadosawa visited RMIT and discussed the exchange agreement with Prof. 
Arun Kumar, Head of Department of Civil and Geological Engineering.
1999 3 2nd Study Tour at CELL (12 participants) 
1999 3 Signing ceremony of the "Agreement of Co-operation and Student Exchange between 
RMIT and MuroranIT ". (signed by Prof. David Wilmoth, Deputy Vice-Chancellor, RMIT, 
and Dr. Tagashira, President, MuroranIT. Assoc. Prof. Koko Kanno and Mr. Isamu Ohara, 
Director General, MuroranIT, also attended the ceremony.)
2000 3 3rd Study Tour at CELL (10 participants) 
2000 3 Prof. Michael Singh, Head of Department, Language and International Studies, RMIT, 
visited MuroranIT at the invitation of President Tagashira, MuroranIT, and discussed 
development of the relationship between the two universities with President Tagashira and 
executive staff members.
2000 10 Mr. Callum Cowell (RMIT International) visited MuroranIT and met Prof. Kazuhiko Sato, 
Vice-President, MuroranIT, staff of the Office of International Affairs, and participants of 
the 3rd Study Tour at CELL
2001 3 4th Study Tour at CELL (21 participants) 
2002 1 Assoc. Prof. Kanno and Assist. Prof. Kadosawa of the Office of International Affairs, 
MuroranIT, visited RMIT and discussed the extension of the exchange agreement with the 
staff of RMIT International and CELL.
2002 3 5th Study Tour at CELL (9 participants)
2002 3 Signing ceremony for the extension of the exchange agreement at RMIT. 
Prof. Kenichi Matsuoka, Vice-President, MuroranIT, and Prof. Michael Singh, Head of 
Department, Language and International Studies, RMIT, attended. Assoc. Prof. Kanno and 
Mr. Hitoshi Kawagishi, Foreign Student Section, MuroranIT, also attended the ceremony.
大橋 裕子 
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2002 3 Mr. Atsushi Takagi, Department of Language and International Studies, RMIT, visited 
MuroranIT at the invitation of President Tagashira, MuroranIT, and discussed promoting 
future exchange with President Tagashira and executive staff members.
2003 3 6th Study Tour at REW (12 participants)
2003 3 Associate. Prof. Kadosawa of the Office of International Affairs, MuroranIT, stayed at the 
Department of Language and International Studies, RMIT, as a visiting researcher. (～
Jan.’04)
2004 3 7th Study Tour at REW (20 participants)
2004 5 Ms. Anna Brown, International Development Manager of REW, visited MuroranIT and met 
President Tagashira and Vice-President Makoto Sasaki and discussed continuation of the 
study tour at REW. 
2004 11 Associate. Prof. Ken Kadosawa of the Office of International Affairs visited REW Bangkok 
Campus and met with Ms. Anna Brown, International Development Manager of REW and 
Ms. Uthairat Kokkure, Senior Student Counsellor
2004 11 1st Japanese Study Tour from RMIT at Muroran IT (10 participants)
2005 3 8th Study Tour at REW (14 participants)
Associate Professor Kadosawa met Ms. Georgina Douglas and Ms. Barbara 
White to discuss renewal of the agreement.
2005 3 Renewal agreements of student exchange and Japanese study tour at Muroran IT were 
signed by President Tagashira Hiroaki and Pro Vice-Chancellor Madeleine Reeve.
2005 9 2nd Japanese Study Tour from RMIT at MuroranIT (8 participants)
2006 3 9th Study Tour at REW (5 participants) 
Associate Professor Michael Johnson and Ken Kadosawa met Ms. Barbara White 
and discussed prospective exchange and the Japanese study tour at Muroran IT
2006 9 3rd Japanese Study Tour from RMIT at MuroranIT (8 participants)
2007 5 Ms. Anna Brown, International Development Manager of REW, visited MuroranIT and met 
Prof. Sakai, Director of Center for international Relations and discuss continuation of the 
study tour at REW with Michael Johnson and Kenya Kadosawa.
2007 4th Japanese Study Tour from RMIT at MuroranIT (9 participants)
2008 3 10th Study Tour at REW (9 participants)
2008 5th Japanese Study Tour from RMIT at MuroranIT (10 participants)
2009 3 Renewal agreements of student exchange and Japanese study tour at Muroran IT were 
signed by Dr. Kenichi Matsuoka President, MuroranIT, accompanied by Mr. Takayuki 
Seike, Vice-President & Director General, Mr. Manabu Yoda, Chief of Budget Office, 
Accounts Division, Mr. Eric Hagley, Lecturer of English, Common Subject Division
2009 11th Study Tour to RMIT cancelled *No study tours in 2009 due to Swain flue
2010 9 12th Study Tour with Japanese Studies at RMIT (9 participants)
2010 11 6th Japanese Study Tour from RMIT at MuroranIT (10 participants)
2011 13th Study Tour with Japanese Studies at RMIT (7 participants)
2011 11 7th Japanese Study Tour from RMIT at MuroranIT (10 participants)
2012 9 14th Study Tour with Japanese Studies at RMIT (10 participants)
2012 11 8th Japanese Study Tour from RMIT at MuroranIT (8 participants)
2013 15th Study Tour with Japanese Studies at RMIT (10 participants)
2013 11 9th Japanese Study Tour from RMIT at MuroranIT (10 participants)
2014 4 Student Mobility Agreement Partnership renewal between MuroranIT and RMIT
2014 8 16th Study Tour with Japanese Studies at RMIT (9 participants)
2014 10 10th Japanese Study Tour from RMIT at MuroranIT (9 participants)
2015 8 17th Study Tour with Japanese Studies at RMIT (6 participants)
2016 8 18th Study Tour with Japanese Studies at RMIT (8 participants)
2016 10 11th Japanese Study Tour from RMIT at MuroranIT (10 participants)
2017 8 19th Study Tour with Japanese Studies at RMIT (8 participants)
2017 10 12th Japanese Study Tour from RMIT at MuroranIT (9 participants)
2018 8 20th Study Tour with Japanese Studies at RMIT (11 participants)
2018 10 13th Japanese Study Tour from RMIT at MuroranIT (10 participants)
2019 8 21th Study Tour with Japanese Studies at RMIT (15 participants)
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This paper will inquire into the patterns of sentence-final melodies found in several interrogatives in 
Danish. A large number of studies have been made on Danish interrogative intonation, but their 
academic attention has only been paid to interrogatives with simple and complete syntactic construction. 
In contrast to those previous studies, this paper will shed a light on interrogatives with syntactically 
incomplete and exceptional structures, such as echo-questions and tag questions. The author conducted 
several field researches with one native speaker and elicited many phonetic data of various types of 
interrogative sentences through read-aloud tasks. Through careful consideration of the elicited data, the 
following important facts are revealed: 
a) the words appearing in a sentence-final position always determine the sentence-final melodies; it is 
not crucial whether an interrogative is wh- or Yes/No-question, and it is also irrelevant whether an 
interrogative has a complete and regular sentence structure or not. 
b) tonal patterns of the final words appear as terminal melodies of interrogative sentences. 
i) contrary to what the previous studies have claimed, interrogatives will have a rising tone when a 
sentence-final word is oxytonal and lacks stød. 
ii) otherwise, a sentence-final melody will be either a globally high and level tone or a falling tone 
when it especially has stød. 
Almost no textbooks and grammars of Danish devote any pages to interrogative intonation. In this sense, 
the present study will be quite significant in both linguistic/academic and pedagogical respects. 
 
Keywords：Yes/No-, Wh-, Tag-questions, sentence-final melodies, word melodies, syllable structures, 





デンマーク語*2は基本語順が SVO の言語である。述語動詞が一般動詞であるか（英語の be 動詞に 
*1 室蘭工業大学 ひと文化系領域 
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各音節の概略的な音調の型を以下の記号で示し、文全体の音調を表記する: F (下降調)、H (高平調)、L (低
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(1) a. Hun kan IKke TAle jaPANSK. 「彼女は日本語が話せません。」
she can not speak Japanese
[ M M H M H M M F ]
b. Kan hun GODT TAle jaPANSK? 「彼女は日本語が話せますか？」
can she truly speak Japanese
[ M M H H M M F]
– イントネーション（文末音調）に紙数を割いた教科書や文法書、研究書は著しく少なく、（特に疑問
文の）イントネーションの実態が不明（e.g. Kirk (2008), Kirk and Mølgaard Jørgensen (2006))。
e.g. 記述研究: Bo (1933); 参照文法: Hansen (1967 a, b, c), Lundskær-Nielsen and Holmes
(2010); Spore (1965); 研究書・概説書: Jespersen (19343[19061]), Hansen (1956), Basbøll
(2005);実験研究: Grønnum (1992), Tødnering (2003)
cf. 拙論 (2019: 109–111)
• 先行研究とその問題点・不備:
– 疑問文の文末音調
(i) 疑問文には上昇調は現れない (Grønnum 2005: 343)
(ii) 不完全な構造の疑問文や付加疑問文では、（平叙文と同様に）高く平らな音調や下降調に加えて
上昇調も現れうる (拙論 2019: 122)
例文の大文字書きの箇所は当該音節に強勢が所在することを示している。また、各音節の概略的な音調を以下の記号で示すことで、
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2. 1 統語構造 
冒頭でも言及した通り、デンマーク語では平叙文と疑問文は統語構造（主語と述語の順序）で区別
することが可能である。英語を除く多くのゲルマン諸語と同様、デンマーク語も述語動詞（いわゆる定


























2. 2. 1 アクセントと stød 
デンマーク語では、ある音節に現れ得る音調の型は、当該音節の構造（例: 音節の開閉）の他、アク
セント（正確にはアクセント核*4）を担っているか否か等のプロソディに関する情報も大きく関与して
一つである stød（声門化 laryngealization の一種）について概説する。 























(2) a. LARS er DANsker.
Lars n. is Dane
「Lars【人名】はデンマーク人です。」
b. Hun HEDder MariANne




(3) a. Er LARS DANsker?
is Lars Dane
「Larsはデンマーク人ですか。」
b. Hvad HEDder din KOne?























(2) a. LARS er DANsker.
Lars n. is Dane
「Lars【人名】はデンマーク人です。」
b. Hun HEDder MariANne




(3) a. Er LARS DANsker?
is Lars Dane
「Larsはデンマーク人ですか。」
b. Hvad HEDder din KOne?
what is called your wife
「奥様のお名前はなんですか。」
三村 竜之 



















（7）a. 単純語 (三村 2018: 21)(11) 
 




















(6) a. V:(C)⇒ 長母音の伸ばし部分に顕著に stødが現れる
e.g. bi [b́i:’]「蜂」，fugl [fú:’l]「鳥」
b. VR(C) (Rは「共鳴音 sonorants」: /D, j, l, w, m, n, N, ö/)⇒ Rに顕著に stødが現れる
e.g. fuld [fúl’]「酔っ払った」，angst [ÁN’st]「恐怖」
• stødの有無 対立する語例あり（但し、単純語では著しく少ない; stød有り・無しの順で示す）:






(ii) hund [hún’]「犬」— hun [hún]「彼女は/が」
b. 屈折形・派生語 (複合語) (Grønnum 2008: 19)
(i) køber [khǿfi:’.b5]「買う【現在形】」— køber [k
hǿfi:.b5]「購入者」
cf. købe [khǿfi:.b@]「買う【不定形】」
(ii) musen [mú:’.s@n]「鼠【単数既知形】」— musen [mú:.s@n]「ミューズ【女神;単数既知形】」
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b. VR(C) (Rは「共鳴音 sonorants」: /D, j, l, w, m, n, N, ö/) Rに顕著に stødが現れる
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(2) a. LARS er DANsker.
Lars n. is Dane
「Lars【人名】はデンマーク人です。」
b. Hun HEDder MariANne




(3) a. Er LARS DANsker?
is Lars Dane
「Larsはデンマーク人ですか。」
b. Hvad HEDder din KOne?




(4) a. 母音: /i, I[I]∼[efi], e, E[E]∼[æ], a[a]∼[A], y, Y[Y]∼[øfi], ø[ø]∼[œ], u, o, O[ofl], 6[Ofl]([2fl]), 5, @/ – /5/と /@/は強勢（ストレス）とは共起しない。
– 具体音声のレベルでは母音量の差異は確認しうるが、母音量の点で対立する語はない。
母音量を音韻論的に指定せず音節構造から導くことも可能。













], m, n, N/
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hǿfi:.b5]「購入者」
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大まかに stød の有無で場合分けをする。まず強勢音節が stød を欠く場合から見ていく。強勢音節が
CVC（末尾の C は任意の阻害音 obstruents、V は任意の短母音を指す）の構造を有する場合は、（8a.）
に示すように、主として高く平らな音調が現れやすい。一方、音節を閉じる位置に立つ子音が共鳴音で
ある場合（CVR）は、（8b.）に示すように、軽微な上昇調が現れる傾向にあり、特に母音が長母音であ





一方、stød を伴う場合は、当該音節が CVR 構造の場合は高平調が現れる傾向にあるように筆者の観
察では感じられるが、Fischer-Jørgensen (1989)(13)や Smith (1944)(14)が既に指摘しているように、CVR 構
造であれ CV:(C)構造であれ、下降調も現れ得る。筆者の観察では、特に後者の場合は下降調の出現が





2. 3 平叙文と疑問文の文末音調の概要 


























2.2 強勢音節 (tonic syllable)の構造と音調
■ 強勢音節が stødを伴わない場合
• CVC構造では主に高平調が現れやすい。=⇒ (10a.)
• CVR【R:共鳴 】や CV:(C)構造では上昇調が現れやすい。=⇒ (10b.)
(10) a. pasta [phÉs.tE HM]「ペースト、練り粉」
b. (i) spil [spéfil R]「ゲーム、試合」
(ii) karate [kA.KÁ:.t@ LRL]「空手」
■ 強勢音節が stødを伴う場合
• CVR構造か CV:(C)構造かを問わず下降調が現れやすい (cf. Fischer-Jørgensen 1989, Smith 1944)
（CVR構造の場合は高平調の傾向が強い）。
(11) a. stang [stáN’ F]「棒、竿」








• 1973 年 ユトランド (Jylland) 半島北部の Lemvig の生まれ。生後すぐにフューン (Fyn) 島オーデンセ







2.2 強勢音節 (tonic syllable)の構造と音調
■ 強勢音節が stødを伴わない場合
• CVC構造では主に高平調が現れやすい。=⇒ (10a.)
• CVR R: CV:(C)構造では上昇調が現れやすい。=⇒ (10b.)
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(ii) hund [hún’]「犬」— hun [hún]「彼女は/が」
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2.1 平叙文と疑問文の文末音調 (三村 2019: 117–119)
■ 平叙文
• 文末音調を担う語の強勢音節 (stressed/tonic syllable)には「高平調」あるいは微弱な「上昇調」が現れ
る。なお、弱音節が後続する場合は、弱音節にはやや低めの音調が現れる。=⇒ (??a.)
• 文末音調を担う音節が stødを伴う場合は、下降調も現れうる。=⇒ (??b., ??c.)
(8) a. LARS er DANsker. 「Larsはデンマーク人です。」
Lars is Dane
[ H M H(∼R) L ]
b. Hun kan IKke TAle jaPANSK. 「彼女は日本語が話せません。」
she can not speak Japanese
[ M M H M H M M F ]
c. Hun kan GODT TAle DANSK. 「彼女はデンマーク語が話せます。」
she can truly speak Danish




• 文末音調を担う音節が stødを伴う場合は、下降調も現れうる。=⇒ (??c.)。
(9) a. Er LARS DANsker? 「Larsはデンマーク人ですか？」
is Lars Dane
[ M H H H ]
b. HvorDAN HAR du det? 「調子はどう？」
how have you it
[ M H H H H ]
三村 竜之 
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3. 2 調査の概要 
先述の平叙文と疑問文の読み上げ調査は、インフォーマント宅（Frederiksberg: København から地下




げは合計で 4セット実施した（各文、計 4回の読み上げ）。 









3. 3 データ（資料） 







• 文末音調を担う音節が stødを伴う場合は、下降調も現れうる。=⇒ (9c.)。
(9) a. Er LARS DANsker? 「Larsはデンマーク人ですか？」
is Lars Dane
[ M H H H ]
b. HvorDAN HAR du det? 「調子はどう？」
how have you it
[ M H H H H ]
c. Kan hun GODT TAle jaPANSK? 「彼女は日本語が話せますか？」
can pres. she truly speak inf. Japanese n.
[ M M H H M M F]
2.2 強勢音節 (tonic syllable)の構造と音調
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先述の平叙文と疑問文の読み上げ調査は、インフォーマント宅（Frederiksberg: København から地下




げは合計で 4セット実施した（各文、計 4回の読み上げ）。 









3. 3 データ（資料） 







• 文末音調を担う音節が stødを伴う場合は、下降調も現れうる。=⇒ (9c.)。
(9) a. Er LARS DANsker? 「Larsはデンマーク人ですか？」
is Lars Dane
[ M H H H ]
b. HvorDAN HAR du det? 「調子はどう？」
how have you it
[ M H H H H ]
c. Kan hun GODT TAle jaPANSK? 「彼女は日本語が話せますか？」
can pres. she truly speak inf. Japanese n.
[ M M H H M M F]
2.2 強勢音節 (tonic syllable)の構造と音調
■ 強勢音節が stødを伴わない場合
• CVC構造では主に高平調が現れやすい。=⇒ (10a.)
• CVR【R:共鳴音】や CV:(C)構造では上昇調が現れやすい。=⇒ (10b.)
(10) a. pasta [phÉs.tE HM]「ペースト、練り粉」
b. (i) spil [spéfil R]「ゲーム、試合」
(ii) karate [kA.KÁ:.t@ LRL]「空手」
■ 強勢音節が stødを伴う場合
• CVR構造か CV:(C)構造かを問わず下降調が現れやすい (cf. Fischer-Jørgensen 1989, Smith 1944)
（CVR構造の場合は高平調の傾向が強い）。
(11) a. stang [stáN’ F]「棒、竿」








• 1973 年 ユトランド (Jylland) 半島北部の Lemvig の生まれ。生後すぐにフューン (Fyn) 島オーデンセ
デンマーク語における疑問文のイントネーション 
－ 105 － 
明らかにすべく、文末の語が共通する平叙文と Yes/No 疑問文と疑問詞疑問文の組み合わせを 36 例作






















では上昇調の出現が報告されている「問い返し疑問文」（「繰り返し疑問文」: cf. 渡辺(1980: 59)(18)）を
12 例、全 72 例を 4回繰り返して延べ 288 例を採取した。具体例の一部を（15）から（17）に示す: 
（15）文構造の不完全な疑問文: 48 例（×4セット、延べ 192 例） 
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3.3.1 問題点 1: 平叙文と疑問文の差異
(12) 読み上げに使用した作例（一部）
a. Hun har lært X . 「彼女は X 語を学んだことがあります。」
she has learned
b. Har hun lært X ? 「彼女は X 語を学んだことがありますか？」
has she learned
c. Hvor længe har hun lært X ? 「彼女はどれくらいの間 X 語を学んでいますか？」
how long has she learned
d. Hun kan godt tale X . 「彼女は X が話せます。」
she can truly speak
e. Kan hun godt tale X ? 「彼女は X が話せますか？」
can she truly speak
f. Hvorfor kan hun godt tale X ? 「なぜ彼女は X が話せるのですか？」




<語例・引用形の音調 > <強勢型・stødの有無 >
norsk [nÓ:sk H(∼R)]「ノルウェー語」 ult. / −stød
russisk [Kúsisk HL]「ロシア語」 penult. / −stød
dansk [dÉn’sk H(∼F)]「デンマーク語」 ult. / +stød
japansk [jE.phÉ:’nsk LF]「日本語」 ult. / +stød
engelsk [éN’@lsk H(∼F)L]「英語」 penult. / +stød
færøsk [fé5
“














図 2 p. 11 (16)のピッチ曲線
3.3.2 問題点 2: 疑問文における上昇調の検証
• 文構造の不完全な疑問文: 48例 (× 4セット =延べ 192例)
(13) a. – Har du SET KIRstens NYe KÆreste?
have you seen Kirsten’s new boy friend
「Kirstenの新しい彼、見た？」
– Nej, har du? 「ううん、あなたは？ 」
no have you
b. – Skal vi HAve noget at DRIKke? 「何か飲みましょうか？」
shall we have something to drink
– Hvad med en flaske RØDvin? 「ブルゴーニュワインをボトルでどう？」
what with a bottle Burgundy
• 付加疑問文: 12例 (× 4セット =延べ 48例)
(14) a. Du KOMmer fra KIna, Ikke? 「中国のご出身ですよね。」
you come from China not
b. Du er IKke jaPAner, VEL? 「あなたは日本人ではないですよね。」
you be not Japanese indeed
• 問い返し疑問文: 12例 (× 4セット =延べ 48例)
(15) a. – Jeg har LIge SNAKket med LouIse.「Louiseとちょうど話をしたところです。」
I have just talked with Louise
– LouIse? Hvem er det? 「Louiseだって？ 誰のこと？」
Louise who is it
b. – Jeg skal til gymnastik klokken TOLV. 「12時にジムに行く予定です。」
I am going to to exercise bell twelve
– Hvad SIGer du? Hvor HENne? 「何ですって？ どこへ？」
what say you where adv.
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engelsk [éN’@lsk H(∼F)L]「英語」 penult. / +stød
færøsk [fé5
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三村 竜之 
－ 106 － 
 
 
（16）付加疑問文: 12 例（×4セット、延べ 48 例） 
 
 





4. 1 問題点 1: 平叙文と疑問文との差異 




4. 1. 1 文末音調の型（概形）の比較・対照 
既に触れた通り、第 3.3.1 節の（13）に示したような平叙文や疑問文の読み上げ調査を行い、延べ
144 例の資料を採取した。これら 144 例の文末音調を、筆者の主観音声学的（聴覚的）観察に基づき精
査した。具体例を（18）から（20）に示す。また、筆者の観察の裏付け、並びに読者諸氏の本考察の理
解の手助けとなるよう、具体例にとして引いた文のピッチ曲線を図 2, 3, 4 に示す（ピッチ曲線の抽出
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3.3.2 問題点 2: 疑問文における上昇調の検証
• 文構造の不完全な疑問文: 48例 (× 4セット =延べ 192例)
(13) a. – Har du SET KIRstens NYe KÆreste?
have you seen Kirsten’s new boy friend
「Kirstenの新しい彼、見た？」
– Nej, har du? 「ううん、あなたは？ 」
no have you
b. – Skal vi HAve noget at DRIKke? 「何か飲みましょうか？」
shall we have something to drink
– Hvad med en flaske RØDvin? 「ブルゴーニュワインをボトルでどう？」
what with a bottle Burgundy
• 付加疑問文: 12例 (× 4セット =延べ 48例)
(14) a. Du KOMmer fra KIna, Ikke? 「中国のご出身ですよね。」
you come from China not
b. Du er IKke jaPAner, VEL? 「あなたは日本人ではないですよね。」
you be not Japanese indeed
• 問い返し疑問文: 12例 (× 4セット =延べ 48例)
(15) a. – Jeg har LIge SNAKket med LouIse.「Louiseとちょうど話をしたところです。」
I have just talked with Louise
– LouIse? Hvem er det? 「Louiseだって？ 誰のこと？」
Louise who is it
b. – Jeg skal til gymnastik klokken TOLV. 「12時にジムに行く予定です。」
I am going to to exercise bell twelve
– Hvad SIGer du? Hvor HENne? 「何ですって？ どこへ？」
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(16) a. – Han har LÆRT NORSK. 「彼はノルウェー語を学んだことがあります。」
he has learned Norwegian
[ R ]
– NÅ, hvorDAN? 「へぇ、どうやって？」
oh how
b. – Har han LÆRT NORSK? 「彼はノルウェー語を学んだことがありますか？」
has he learned Norwegian
[ R ]
– Ja, BAre LIDT. 「ええ、ほんの少しですけどね。」
yes just little
c. – Hvor længe har han LÆRT NORSK? 「彼はどれくらいの間
how long has he learned Norwegian ノルウェー語を学んでいますか。」
[ R ]
– I FEM ÅR. 「５年間です。」
in five years
(17) a. – Han har LÆRT DANSK. 「彼はデンマーク語を学んだことがあります。」
he has learned Danish
[ H(∼F) ]
– NÅ, hvorNÅR? 「へぇ、いつ？」
oh when
b. – Har han LÆRT DANSK? 「彼はデンマーク語を学んだことがありますか？」
has he learned Danish
[ H(∼F) ]
– Ja, DET har han. 「はい、そうです。」
yes this has he
c. – Hvor længe har han LÆRT DANSK? 「彼はどれくらいの間
how long has he learned Danish デンマーク語を学んでいますか。」
[ H(∼F) ]
– I FEM UGer. 「５週間です。」
in five weeks
三村 竜之 
－ 106 － 
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oh how
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(16) a. – Han har LÆRT NORSK. 「彼はノルウェー語を学んだことがあります。」
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[ R ]
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oh how
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oh when
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• 具体例:
(16) a. – Han har LÆRT NORSK. 「彼はノルウェー語を学んだことがあります。」
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4. 1. 2 基本周波数の最高値・最低値・下げ幅（変化量）の計測 
前節にて示したピッチ曲線から読み取れるように、平叙文と疑問文の間には文末音調の概形にはこ
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図 4 p. 12 (18)のピッチ曲線
4 分析と考察
4.1 問題点 1: 平叙文と疑問文との差異
4.1.1 文末音調の型（概形）の比較・対照




文末音調を担う語の強勢型 stødの有無 文末音調の型 具体例
末尾強勢 (ultimate) 無 (M)R =⇒ (18)
末尾強勢 (ultimate) 有 (M)H(∼F) =⇒ (19)





(18) a. – Han har LÆRT FÆRøsk. 「彼はフェーロー語を学んだことがあります。」
he has learned Faroese
[ H H ]
– NÅ, hvorDAN? 「へぇ、どうやって？」
oh how
b. – Har han LÆRT FÆRøsk? 「彼はフェーロー語を学んだことがありますか？」
has he learned Faroese
[ H H ]
– Ja, DET har han. 「はい、そうです。」
yes this has he
c. – Hvor længe har han LÆRT FÆRøsk? 「彼はどれくらいの間
how long has he learned Faroese フェーロー語を学んでいますか。」
[ H H ]





(i) 基本周波数の最高値 (a)と最低値 (b)
(ii) 下降調の下げ幅（a−b: 基本周波数の変化量）
＊基本周波数の抽出には Praat (ver. 6.0.49; Boersma and Weenink 2019)を使用
(19)
文末音調を担う語の基本周波数（平均値; Hz）
最高値 (a) 最低値 (b) 下げ幅 (a−b)
平叙文 221 170 51
Yes/No-疑問文 238 192 46
疑問詞疑問文 235 192 43




＊批判: 差異は有意義ではないと言えるか？ 統計処理（検定）の必要性はないか？ =⇒§5.2参照
三村 竜之 







*6 デンマーク語において付加疑問文は、肯定文であれば文末に否定の副詞の ikke を付加して、また否定文であ
れば文末に副詞 vel を付加することで作る。口語的な文体であれば、肯定文か否定文かに拘らず、文末に疑問
詞 hvad を付加することもある。なお、上述の ikke, vel, hvad のいずれも stødを欠く語である。 
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4.2 2:




(ultimate) (M)H(∼F) =⇒ (23a.)
( ) ((ante-)penult.) / HH(∼HL) =⇒ (23b.), (25)
(ultimate) (M)R =⇒ (23c.- e.), (24)
• :
(i)
(20) a. – Jeg skal GIFte mig med NIKolaj. Nikolaj
I be going to marry me with Nikolaj
– Med HVEM? HvorNÅR?
with whom when
[ M H(∼F) M H(∼F) ]
b. – Jeg KOMmer fra JApan.
I come from Japan
– HVOR i JApan KOMmer du FRA? Fra TOkyo?
where in Japan come you from from Tokyo
[ M H H ]
c. – Jeg er LIge beGYNdt at stuDEre på universiteTET.
I be just begin to study at university
– Til HVAD? :
to what
[ M R ]
d. – Hvor KOMmer du FRA?
where come you from
– Jeg KOMmer fra KIna. Hvad med DIG?
I come from China what with you
[ M L R ]
e. – Han har LÆrt RUSisk.
he has learned Russian
– NÅ, hvorDAN?
oh when
[ H M R ]
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(ii) 付加疑問文*2
(21) a. Du KOMmer fra KIna, IKke? 「中国のご出身ですよね。」
you come pres. from China not
[ M H M L H H H (∼R)]
b. Du er IKke jaPAner, VEL? 「あなたは日本人ではないですよね。」
you be pres. not Japanese n. indeed
[ M M H M H L H(∼R) ]
c. Det var BILligt, HVAD? 「安かったでしょ？」
it was cheap what
[ M M H L H(∼R) ]
(iii) 問い返し疑問文
(22) a. – Vil du med på caFÉ efter TImen? 「放課後、カフェに行かない？」
will you with at café after class def.
– Efter TImen? Det kan jeg IKke. 「放課後だって？ それはダメだな。」
after class def. this can pres. I not
[ M M H H ]
b. – Jeg har LIge SNAKket med LouIse.「Louiseとちょうど話をしたところです。」
I have pres. just talk pp. with Louise
– LouIse? HVEM er DET? 「Louiseだって？ 誰のこと？」
Louise who be pres. it
[ M H L ]
＊ 先行研究との差異: 上昇調の存在
– 疑問文において上昇は現れない (Grønnum 2005)⇒発表者との差異は方言差によるものか？
(23) デンマーク語標準方言*3（コペンハーゲン？）との対比
本研究の話者 標準方言
a. hangar [hÁN.gÀ:’] 「格納庫」 H(∼R)L LH(F)
b. linse [léfin.s@] 「レンズ」 H(∼R)L LH
*2 肯定文であれば文末に ikkeを、否定文であれば文末に velを付加して付加疑問文を作る。また、口語的な文体では肯定文か否定文
かを問わず hvadを付加することもある。Ikke, vel, hvad のいずれも stødは有していない。
*3 デンマーク語辞典 Den Danske Ordbogのインターネット版より音声資料を採取。吹き込みは 40代（当時）女性のデンマーク標準語
（東部（コペンハーゲン？）方言）の話者 (Anna Christine Löf氏;典拠: https://ordnet.dk/ddo/artiklernes-opbygning/udtale)。
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かを問わず hvadを付加することもある。Ikke, vel, hvad のいずれも stødは有していない。
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(21) a. Du KOMmer fra KIna, IKke? 「中国のご出身ですよね。」
you come pres. from China not
[ M H M L H H H (∼R)]
b. Du er IKke jaPAner, VEL? 「あなたは日本人ではないですよね。」
you be pres. not Japanese n. indeed
[ M M H M H L H(∼R) ]
c. Det var BILligt, HVAD? 「安かったでしょ？」
it was cheap what
[ M M H L H(∼R) ]
(iii) 問い返し疑問文
(22) a. – Vil du med på caFÉ efter TImen? 「放課後、カフェに行かない？」
will you with at café after class def.
– Efter TImen? Det kan jeg IKke. 「放課後だって？ それはダメだな。」
after class def. this can pres. I not
[ M M H H ]
b. – Jeg har LIge SNAKket med LouIse.「Louiseとちょうど話をしたところです。」
I have pres. just talk pp. with Louise
– LouIse? HVEM er DET? 「Louiseだって？ 誰のこと？」
Louise who be pres. it
[ M H L ]
＊ 先行研究との差異: 上昇調の存在
– 疑問文において上昇は現れない (Grønnum 2005)⇒発表者との差異は方言差によるものか？
(23) デンマーク語標準方言*3（コペンハーゲン？）との対比
本研究の話者 標準方言
a. hangar [hÁN.gÀ:’] 「格納庫」 H(∼R)L LH(F)
b. linse [léfin.s@] 「レンズ」 H(∼R)L LH
*2 肯定文であれば文末に ikkeを、否定文であれば文末に velを付加して付加疑問文を作る。また、口語的な文体では肯定文か否定文
かを問わず hvadを付加することもある。Ikke, vel, hvad のいずれも stødは有していない。
*3 デンマーク語辞典 Den Danske Ordbogのインターネット版より音声資料を採取。吹き込みは 40代（当時）女性のデンマーク標準語
（東部（コペンハーゲン？）方言）の話者 (Anna Christine Löf氏;典拠: https://ordnet.dk/ddo/artiklernes-opbygning/udtale)。
/ /
(ii) *2
( ) a. er fr I , I e
c e pres. fr i a t
[ ( )]
b. u er I ke ja ner, ?
you be pres. not Japanese n. indeed
[ ( ) ]
c. et var BILligt, ?
it as cheap hat
[ L (∼ ) ]
(iii)
(22) a. – Vil du ed på caFÉ efter TI en?
will you with at café after class def.
– Efter TI en? Det kan jeg IKke.
after class def. this can pres. I not
[ H H ]
b. – Jeg har LIge SNAKket med LouIse. Louise
I have pres. just talk pp. with Louise
– LouIse? HVEM er DET? Louise
Louise who be pres. it
[ H L ]
:
– 疑問文において上昇は現れない (Grønnum 2005) 発表者との差異は方言差によるものか？
(23) デンマーク語標準方言*3（コペンハーゲン？）との対比
本研究の話者 標準方言
a. hangar [hÁN.gÀ:’] 「格納庫」 H(∼R)L LH(F)
b. linse [léfin.s@] 「レンズ」 H(∼R)L LH
*2 肯定文であれば文末に ikkeを、否定文であれば文末に velを付加して付加疑問文を作る。また、口語的な文体では肯定文か否定文
かを問わず hvadを付加することもある。Ikke, vel, hvad のいずれも stødは有していない。
*3 デンマーク語辞典 Den Danske Ordbogのインターネット版より音声資料を採取。吹き込みは 40代（当時）女性のデンマーク標準語








(ultimate) (M)H(∼F) =⇒ (23a.)
( ) ((ante-)penult.) / HH(∼HL) =⇒ (23b.), (25)
(ultimate) (M)R =⇒ (23c.- e.), (24)
• :
(i)
(20) a. – Jeg skal GIFte mig med NIKolaj. Nikolaj
I be going to marry me with Nikolaj
– Med HVEM? HvorNÅR?
with whom when
[ M H(∼F) M H(∼F) ]
b. – Jeg KOMmer fra JApan.
I come from Japan
– HVOR i Japan KOMmer du FRA? Fra TOkyo?
where in JApan come you from from Tokyo
[ M H H ]
c. – Jeg er LIge beGYNdt at stuDEre på universiteTET.
I be just begin to study at university
– Til HVAD? :
to what
[ M R ]
d. – Hvor KOMmer du FRA?
where come you from
– Jeg KOMmer fra KIna. Hvad med DIG?
I come from China what with you
[ M L R ]
e. – Han har LÆrt RUSisk.
he has learned Russian
– NÅ, hvorDAN?
oh when
[ H M R ]
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i) 先行研究の主張に反し、疑問文であっても文末音調に上昇調が現れ得る; 文末音調を担う
語が末尾強勢の型を有し stød を欠く場合に限定される。 
ii) 文末音調を担う語が上記の韻律構造上の条件を満たさない場合は、疑問文の文末音調は






5. 2 今後の課題: 文末音調の型と方言差 
本研究に未だ残された問題点があるとすれば、一点、音調の型の方言差を挙げることができよう。
デンマーク語音声学において trykgruppe（Eng. stress group）と呼ばれてきた単位（cf. Grønnum (2007: 
82)(20); 筆者の用語では「リズム単位」(2)）が担う音調には方言差が観察されるという報告がなされてい





「格納庫」と linse「レンズ」という語で、いずれの語も、主強勢の置かれている音節の構造は CVR で
ある。（28）に示すように、筆者のインフォーマントでは本研究の結論通り、高平調あるいは軽微な上
昇調が現れているが、標準方言の発音では低く平らな音調が現れている（後続する弱音節の音調の差も







*7 デンマーク語辞典 Den Danske Ordbog(22)のインターネット版より音声資料を採取。吹き込みは 40代（当時）




(21) a. Du KOMmer fra KIna, IKke? 「中国のご出身ですよね。」
you come pres. from China not
[ M H M L H H H (∼R)]
b. Du er IKke jaPAner, VEL? 「あなたは日本人ではないですよね。」
you be pres. not Japanese n. indeed
[ M M H M H L H(∼R) ]
c. Det var BILligt, HVAD? 「安かったでしょ？」
it was cheap what
[ M M H L H(∼R) ]
(iii) 問い返し疑問文
(22) a. – Vil du med på caFÉ efter TImen? 「放課後、カフェに行かない？」
will you with at café after class def.
– Efter TImen? Det kan jeg IKke. 「放課後だって？ それはダメだな。」
after class def. this can pres. I not
[ M M H H ]
b. – Jeg har LIge SNAKket med LouIse.「Louiseとちょうど話をしたところです。」
I have pres. just talk pp. with Louise
– LouIse? HVEM er DET? 「Louiseだって？ 誰のこと？」
Louise who be pres. it
[ M H L ]
＊ 先行研究との差異: 上昇調の存在
– 疑問文において上昇は現れない (Grønnum 2005)⇒発表者との差異は方言差によるものか？
(23) デンマーク語標準方言*3（コペンハーゲン？）との対比
本研究の話者 標準方言
a. hangar [hÁN.gÀ:’] 「格納庫」 H(∼R)L LH(F)
b. linse [léfin.s@] 「レンズ」 H(∼R)L LH
*2 肯定文であれば文末に ikkeを、否定文であれば文末に velを付加して付加疑問文を作る。また、口語的な文体では肯定文か否定文
かを問わず hvadを付加することもある。Ikke, vel, hvad のいずれも stødは有していない。
*3 デンマーク語辞典 Den Danske Ordbogのインターネット版より音声資料を採取。吹き込みは 40代（当時）女性のデンマーク標準語
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i) 先行研究の主張に反し、疑問文であっても文末音調に上昇調が現れ得る; 文末音調を担う
語が末尾強勢の型を有し stød を欠く場合に限定される。 
ii) 文末音調を担う語が上記の韻律構造上の条件を満たさない場合は、疑問文の文末音調は






5. 2 今後の課題: 文末音調の型と方言差 
本研究に未だ残された問題点があるとすれば、一点、音調の型の方言差を挙げることができよう。
デンマーク語音声学において trykgruppe（Eng. stress group）と呼ばれてきた単位（cf. Grønnum (2007: 
82)(20); 筆者の用語では「リズム単位」(2)）が担う音調には方言差が観察されるという報告がなされてい





「格納庫」と linse「レンズ」という語で、いずれの語も、主強勢の置かれている音節の構造は CVR で
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昇調が現れているが、標準方言の発音では低く平らな音調が現れている（後続する弱音節の音調の差も
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Louise who be pres. it
[ M H L ]
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*2 肯定文であれば文末に ikkeを、否定文であれば文末に velを付加して付加疑問文を作る。また、口語的な文体では肯定文か否定文
かを問わず hvadを付加することもある。Ikke, vel, hvad のいずれも stødは有していない。
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デンマーク語における疑問文のイントネーション 









ADV.: 副詞 DEF.: 既知形*8 INF.: 不定形 N.: 名詞 penult.: 次末強勢 
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徳島方言における推奨を表す「タラワ」について
島田 武＊1
（原稿受付日 令和 2 年 8 月 3 日   論文受理日 令和 年 月 日）
On Expression of Recommendation -tarawa
in the Tokushima Dialect
Takeshi SHIMADA*
(Received 3rd August 2020, Accepted ○th January 2021)
Abstract
This paper investigates the form and function of -tarawa in the Tokushima Dialect. The item can be
divided into -tara and wa. The former is the suppositional form of ta, and the latter is a sentence-final 
particle. They are unified and behave as a single sentence-final particle. The item -tarawa stands for 
three functions: recommendation, suggestion, and imperative. These functions derive from the 
combinations of addressee’s benefit, addressee’s intention and/or coercion of an action by the speaker.
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Current situation of internati nal academic p tnership at 
MuroranIT and proposals for its further development
Sangyub BAEK
(Receiv d 12th November 2020, A cepted 17th February 2021)
Abstract
This brief eport a ms no  only to u erstand current situation of internation l ac demic par nership at 
Muroran Institute of Technology (Mu oranIT), but als  offer some proposals for further dev lopme t 
of acad mic coop ration and exchang with overseas universities and institutes. This report consist  of 
four sections, and its main points are pres nted in Section 2 and 3. In S ctio  2, the cu rent status of 
MuroranIT’s partnership coveri g its subject, content, type, continent & region, language & culture 
area, language, term of validity and assessment will be specified. In Section 3, to further develop 
int rnational acade ic p rtnership of MuroranIT, the author makes some propos ls in university 
procedures, strategies, necessity of partnership extensions, acceptance of more international students,
grasp of academic cooperation by faculty member and researchers, online international cooperation and 
reexamination of partnership draft and adoption of legal review process.
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Cur ent situation of i ternational aca emic partnership at 
MuroranIT and proposals for its furth r development
Sangyub BAEK
(Received 12th November 17th February 2021)
Abstract
This brief r port aims not only to understa d current situation of international academic partnership at 
Muroran Ins itu e of Technol gy (MuroranIT), but al o ffer so e proposals for further development 
of academic ooperation and exchange with overseas u iversities and institu es. This report consi t  of 
four sectio s, and its main points are pres nted in Section 2 and 3. In S ction 2, the current sta us of 
MuroranIT’s partnership covering its ubject, conte t, type, continent & region, l nguage & culture 
area, language, term of valid ty and asse sment will be specified. In Section 3, to further develop 
internati nal acade ic partnership f MuroranIT, the author makes som  proposals in university 
procedures, strategies, necessity of partnership extensions, acceptance of more international students,
grasp of academic ooperation by faculty member and res archers, online international cooperation and 
reexamination of partnership draft and adoption of legal review process.
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(12) ヒガ テッタラ センタクモンモ カワキヤスイノニ。
(13) イケタラ イキマス。
(14) オワッタラ レンラクシテ クダサイ
(15) ノミカイニ クルンダッタラ ナンカ タベルモン モッテキテ。
(16) ボタンヲ オシタラ ヒカリマス。
一方、(17)から(20)は願望と勧めを表す例で、標準日本語の(6)から(9)に対応する。
(17) イツカ アラスカデ オーロラガ ミレタラ。
(18) アセ カイトーシ ツメタイモンデモ ノンダラワ。
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(13) イケタラ イキマス。
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(15) ノミカイニ クルンダッタラ ナンカ タベルモン モッテキテ。
(16) ボタンヲ オシタラ ヒカリマス。
一方、(17)から(20)は願望と勧めを表す例で、標準日本語の(6)から(9)に対応する。
(17) イツカ アラスカデ オーロラガ ミレタラ。
(18) アセ カイトーシ ツメタイモンデモ ノンダラワ。





























(24) a．ソトハ サムイケン モウスコシ オッタラワ／*オッタラ
外は  寒いので  もう少し  いれば
 b. オソーナル イイヨッタケン サキニ タベヨッタラワ／*タベヨッタラ
  遅くなると 言っていたので 先に  食べてたら
c. オモタイケン ココニ オイトイタラワ／*オイトイタラ
      重いから   ここに 置いておいたら 
(24a)ではオルという動詞に、(24b)ではヨルという助動詞に、(24c)ではテオクにそれぞれタラワが後続し
ている。




   食べたら。
(26) *タベンカッタラワ。／*タベナンダラワ。
   食べなければ。
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(27) タベルン ヤメトイタラワ。
   食べるの やめておいたら。
(28) タベルン ヤメタラワ。











(29) a. ハヨ オキタラ マニアウ ダロ。
     早く 起きれば 間に合う だろう
  b.  マニアイタカッタラ ハヨ オキタラワ。
     間に合いたければ 早く  起きたら。
(30) a. ハヨ オキリャ マニアウ ダロ。
         早く 起きれば 間に合う だろう
    b.   * マニアイタカッタラ ハヨ オキリャワ。







2. 1. 4 主節としての「タラワ」




   食べたければ  食べれば
(32) マニアイタカッタラ ハヨ オキタラワ。（=29b）
   間に合いたければ  早く  起きたら。
(33) タベタカッタラ タベナ
   食べたければ  食べろ
(34) マニアイタカッタラ ハヨ オキナ
   間に合いたければ  早く 起きろ。
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徳島方言における推奨を表す「タラワ」について 

















(39) 素直に喜べば ↓                      （元春英(2010: 202)より引用）
(36)から(39)を見ると、タラ形もレバ形も上昇と下降のイントネーションを持ちうることがわかる。これ
らを対応する徳島方言で表すと(40)から(43)のようになる。
(40) モウ ツキアウン ヤメタラワ↑
(41) ホレダッタラ モエチャントノ ケンカモ ヤメタラワ↑































(39) 素直に喜べば ↓         （元春英(2010: 202)より引用）
(36)から(39)を見ると、タラ形もレバ形も上昇と下降のイントネーションを持ちうることがわかる。これ
らを対応 る徳島方言で表すと(40)から(43)のようになる。
(40) モウ ツキアウン ヤメタラワ↑
(41) ホレダッタラ モエチャントノ ケンカモ ヤメタラワ↑































(39) 素直に喜べば ↓ （元春英(2010: 202)より引用）
(36)から(39)を見ると、タラ形もレバ形も上昇と下降のイントネーショ を持ちうることがわか 。これ
らを対応する徳島方言で表すと(40)から(43)のようになる。
(40) モウ ツキアウン ヤメタラワ↑
(41) ホレダッタラ モエチャントノ ケンカモ ヤメタラワ↑






(44) シャワー使ったら？ （白川博之(1995: 33)より引用）












   居たら。
(46) キタラワ。
   来たら。
(47) ハシッタラワ。
   走ったら。
(48) *シンダラワ。
   死んだら。
(49) *ニュウシニ オチタラワ。
   入試に    落ちたら。
(50) *フラレタラワ。
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(52) ニュウシニ オチテミタラワ。
   入試に落ちてみたら。
(53) フラレテミタラワ。
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  話し手：エンリョセント、タベタラワ。
       遠慮しないで、食べれば。
(56) 聞き手：（バスにのってくる友達を待ってそわそわしている。）
   話し手：バステイマデ ムカエニ イッタラワ。






(57) エンリョセント タベタラエエ  ／ タベナ
   遠慮しないで  食べればいい  ／ 食べろ




       肌寒いな
話し手：ホナ  ウワギヲ ハオッテイッタラワ。
       じゃあ 上着を  羽織っていったら。
(59) 聞き手：モウスグ テスト ジャ。
       もうすぐ テスト だ。
   話し手：イマノウチニ ベンキョウ シトイタラワ。








3. 2. 3 「命令」の「タラワ」
 3.2.2 節の「提案」の「タラワ」と同様の場面で、話し手が聞き手の利益を考慮しなくなると、強制
力が上がり、「タラワ」は「命令」の意味を帯びる。
(60) 聞き手：タベキレンカッタケド モウ オナカ イッパイ
       食べきれなかったけど もう おなか いっぱい
   話し手：サイゴノ ヒトツ タベトイタラワ
最後の  一つ  食べておいたら
(60)では、すでに聞き手が満腹して食べ物を残しているのを知ったうえで、食べきるように聞き手に向
島田 武 

















(62) a.  チョット シズカニ シテダ↓



















「推奨」 〇 〇 × 
「提案」 〇 × × 
「命令」 × × 〇 
島田 武 

















(62) a.  チョット シズカニ シテダ↓



















「推奨」 〇 〇 × 
「提案」 〇 × × 
「命令」 × × 〇 
徳島方言における推奨を表す「タラワ」について 



















   もし 暇だったら？
(64) モシ コレタラワ？
   もし 来られたら？
(65) モシ ウカッタラワ？
   もし 受かったら？
(66) モシ ハチジマデニ ツイタラワ？
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Examining the Hesitation towards Inclusive Education
The relationship between the participation of students with developmental disabilities 
 and the sense of order in the classroom climate
Hironobu KONNO
(Received 3rd August 2020, Accepted ○th January 2021)
Abstract
Inclusive education has become a fundamental policy in the international community. Studies in 
Europe and the United States have investigated whether both students with special needs and students 
in the same classrooms improve their academic performance. It was necessary to examine the 
significance of inclusive education. In Japan, on the other hand, there is a tendency to focus only on 
the effective implementation of inclusive education. Japan's habitual emphasis on maintaining order 
may make it hesitant to implement inclusive education. The present study examined the strength of 
attitudes toward the maintenance of order by gender. Women were also negative toward the 
maintenance of order. A feminine perspective is essential to the practice of inclusive education.
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Current s tuation of internati nal academic partnership at 
MuroranIT and proposals for its further development
Sangyub BAEK
(Receiv d 12th November 2020, A cepted 17th February 2021)
Abstract
This brief report aims not only to understand current situation of i ternational academic partnership at 
M ran Institute of Technology (MuroranIT), but also offer some proposals for further development
of academic ooperation and exchange with overs as universities and institutes. This report consists of 
four se tions, and its main points are prese ted in Section 2 and 3. In Sec ion 2, the current status of 
MuroranIT’s partnership c vering its subject, content, type, con inent & region, langu ge & culture 
area, language, term of validity and assessment w ll be specifi d. In Section 3, to furth r develop 
in ernational cademic partnership f MuroranIT, the author makes some propos ls in university 
procedures, strategi s, necessity of partnership extensions, acc tance of more international students,
grasp of academic cooperation by faculty member and researchers, online international cooperation and 
reexamination of partnership draft an adoption of legal review rocess.
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Cur ent situation of in ernational academic partnership at 
MuroranIT and proposals for its further development
Sangyu  BAEK
(Received 12th November 17th February 2021)
Abstract
This brief report ims not only to underst nd current situation of international academic partn rship at 
Muroran Institut of T chnol gy (MuroranIT), but also ffer some proposals for furth r development 
of acad mic ooperation and exchange with overseas universities and i stitu es. This report consi t  of 
four sectio s, and its main points are pres nted i Section 2 and 3. In Section 2, the current sta us of
MuroranIT’s partnership covering its ubject, conte t, type, cont nent & region, language & culture
area, language, term of validity a d asse sment will be sp cif d. In Section 3, to further develop 
international aca emic par nership of MuroranIT, the author makes some proposals in university 
procedures, strategies, necessity of partnership ext nsions, acceptance of more international students,
grasp of academic ooperation by faculty member and res archers, online international cooperation and 
reexamination of partnership draft and adoption f legal review proces .
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 特別支援教育に関する研究について菊池(2019) (4)は、この教育制度が開始された 2007 年以降に公刊さ














 特別な教育ニーズ（Special Educational Needs:SEN）という枠組みに依って、海外では研究の蓄積が続
けられて来た。G.Szumski, J.Smogorzewska, M.Karwowski(2017) (6)は、インクルーシブ教育に関する 47 論
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2. 1 研究Ⅰ 「秩序維持」をテーマにした PAC 分析









調査協力者：調査の協力依頼に応じた大学生 4 名と、社会人 3 名。学生のうち 3 名は、教職授業（筆
者が非常勤で受け持つ教職専門科目）を受講する 3 年生であり、1 名は未受講の 2 年生であった。内訳
は男子 3 名女子 1 名であった。社会人は 40 代男女１名ずつ、60 代男性１名であった。









する際には、今野・池島(2009) (16)の PAC Helper を用いた方法に依った。
調査に際しては、個人情報は確実に保護されることと結果の外部公表の可能性などを説明し、了承を
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 学生 1（列の数字は調査順）と社会人 2 で、秩序維持に対するマイナス評定の率が大きく、ネガティ
ブな印象をもっていることが示された。この二名は共に女性であった。
 学生 1 の樹形図（デンドログラム）を図 1 に、社会人 2 の樹形図を図 2 に示した。
 両者の最終統合は、「相手とは共有しにくいもの」、「不自由」と命名され、共にマイナス評定となって




1 2 3 4
学　生 0.41 0.22 0.27 0.11
























2. 2 研究Ⅱ 集団的 PAC 分析による一般的な秩序維持への態度






























2. 2 研究Ⅱ 集団的 PAC 分析による一般的な秩序維持への態度
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調査対象者：教職科目の受講生から調査に協力が得られた 27 名（男子 18 名女子 9 名）に対して調
査用紙を配付し記入を求めた。調査用紙には図 3 に示した様式の記入欄があり、以下の刺激文を口頭で














テキストマイニングをおこなった。樋口(2017) (17)のフリーソフト KH Coder を使用した。
2. 2. 2 結果と考察
 全員の記入を合計すると 133 項目となった。そのうち秩序維持と最も近い 1 は 36 項目で、2 が 26 項
目、3 が 35 項目、4 が 15 項目、最も遠いとされた 5 は 6 項目であった。距離の無記入が 15 あった。ま
た、＋評定は 54 項目で－は 32 項目、△は 36 項目あり、符号なしが 12 項目であった。





個人の全想起項目に対する＋評定項目の率が 0.6 以上のポジティブ群は 6 名で、同じく－評定項目の












ポジティブ群とネガティブ群を除いた 16 名を中庸群とすると、＋評定項目の合計は 25、－評定は 15、
△評定は 31 となった。この数値を一般的傾向と見なして比較すると、ポジティブ群の男子 6 名（＋評定



























2. 3 研究Ⅲ 「特別感」のアンケート調査
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2. 3 研究Ⅲ 「特別感」のアンケート調査










































期は、2020 年 6 月であった。
2. 3. 2 結果と考察
 全員の回答を順位の数字で単純に合計すると、高順位（より小さい数字）から順に①B 当人の困惑 32、
②D 調和や秩序 43、③A 自尊感情 44、④他の違和感 52、⑤F 一般対応 69、と並んだ。回答者間の一致










自尊感情」であった。2 位 3 位の間に大きな差は無かった。全体的な判断の基調となっているのは、障
害をもつ生徒本人の思いを尊重しようとする態度であるといえる。
 研究Ⅰと研究Ⅱからは、秩序維持に対するネガティブな反応は女性に見られやすいと示されていたの
で、男女別に理由づけの順位を比べ直した。男子 9 名で回答の順位の数字を合計すると、①B 当人の困
惑 16、②A 自尊感情 24、③D 調和と秩序 27、④C 他の違和感 31、⑤E 一般対応 37、の順になり、男女
合わせた順位と比べると②と③で入れ替わりが見られた。女子 7 名で回答の順位の数字を合計した結果




























A.当人の自尊感情 3 2 3
B.当人の困惑 1 1 1
C.他の生徒の違和感 4 4 4
D.学級の調和秩序 2 3 1
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A.当人の自尊感情 3 2 3
B.当人の困惑 1 1 1
C.他の生徒の違和感 4 4 4
D.学級の調和秩序 2 3 1
E.一般的対応優先 5 5 5
表２　「発言」の理由として選ばれた順位
インクルーシブ教育へのためらいを考える 
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